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一
、
シ
ャ
カ
の
伝
記

盧
　
誕
生
―
出
家

佛
教
の
開
祖
シ
ャ
カ
は
、
今
日
の
ネ
パ
ー
ル
地
方
、
タ
ラ
ー
イ
平
原
に
居
住
し
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
系
モ
ン
ゴ
ー
ル
種
族
で
、

黄
色
人
種
か
と
も
思
わ
れ
る
シ
ャ
ー
キ
ヤ
族
（s:

Ś
a –

kya,
p:

Ś
a –

kiya

）
の
中
心
地
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ツ
（s:

K
apilavastu,

p:

K
apilavatthu

迦
毘
羅
衛
城
）
で
生
ま
れ
た
。
シ
ャ
ー
キ
ヤ
族
は
西
の
大
国
コ
ー
サ
ラ
に
従
属
し
な
が
ら
共
和
制
を
と
り
、
父

は
執
政
官
シ
ュ
ッ
ド
ー
ダ
ナ
（s:Ś

uddhodana,p:Suddhodana

浄
飯
王
）、
母
は
東
隣
り
の
同
じ
く
小
国
コ
ー
リ
ヤ
族
の
執

政
官
の
娘
マ
ー
ヤ
ー
（s,p:M

a –
ya –

摩
耶
夫
人
）
で
あ
っ
た
。

＊
シ
ャ
ー
キ
ヤ
族
は
「
ア
ー
リ
ア
人
種
で
は
な
く
て
、
広
い
意
味
で
の
モ
ン
ゴ
ー
ル
人
種
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
」（
渡
辺

照
宏
『
日
本
仏
教
の
こ
こ
ろ
』（
日
本
の
仏
教
15
、
筑
摩
書
房
、
一
○
五
頁
）。「
釈
迦
族
は
イ
ン
ド
ア
リ
ヤ
ン
人
に
は
属
さ

な
か
っ
た
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
」（
岩
本
裕
『
佛
教
入
門
』
中
公
新
書
32
、
七
頁
）。

＊
誕
生
の
の
ち
に
「
七
歩
歩
ん
だ
と
い
う
」
神
話
伝
説
は
遅
い
漢
訳
佛
典
に
出
て
く
る
。「
四
月
八
日
夜
、
明
星
の
出
づ
る

時
に
到
り
、
化
し
て
右
脇
従よ

り
生
ま
れ
て
地
に
堕
ち
、
即
ち
行
く
こ
と
七
歩
、
右
手
を
挙
げ
て
住
し
て
言
え
ら
く
、『
天
上

天
下
、
唯
我
を
尊
し
と
為
す
。
三
界
は
皆
苦
に
し
て
、
何
の
楽
し
む
べ
き
者
ぞ
』
と
、
是
の
時
、
天
地
大
い
に
動
き
、
宮

中
悉
く
明
ら
か
な
り
。」（
呉
の
支
謙
訳
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』（
大
正
蔵
、
三
巻
、
四
七
三
頁
下
）。「
天
上
天
下
唯
我
独

尊
」
句
も
同
じ
。「
天
上
天
下
唯
我
為
レ

尊
、
要
度
二

衆
生
生
老
病
死
一

」（『
長
阿
含
経
』
第
一
巻
、
大
本
経
、
大
正
蔵
、
一

巻
、
四
頁
下
）
な
ど
。「『
天
上
天
下
唯
我
独
尊
』
の
意
味
の
こ
と
は
、
釈
尊
が
成
道
後
、
ベ
ナ
レ
ス
に
向
か
わ
れ
る
途
中

で
異
学
の
ウ
パ
カ
に
述
べ
ら
れ
た
言
葉
に
見
い
だ
さ
れ
る
か
ら
、
史
実
と
し
て
は
、
こ
の
記
事
を
後
の
伝
記
作
者
が
、
誕
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生
時
の
語
と
し
て
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」（
水
野
弘
元
『
釈
尊
の
生
涯
』
春
秋
社
、
四
五
頁
）

そ
の
誕
生
は
渡
辺
照
宏
説
（
Ｂ
Ｃ
五
六
○
年
頃
）、
宇
井
伯
寿
説
（
Ｂ
Ｃ
四
六
六
年
）、
中
村
　
元
説
（
Ｂ
Ｃ
四
六
三
年
）。
南

方
伝
承
に
よ
る
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
カ
（s:Vaiśa –

kha

吠
舎g

）、
ウ
ェ
サ
ー
カ
（p:Vesa –

kha

第
二
月
祭
）
の
月
（
四
月
の
末

頃
）
の
満
月
の
日
と
さ
れ
る
。

家
系
名
は
ゴ
ー
タ
マ
（s:G

autam
a,p:G

otam
a

喬
多
摩
・
瞿
曇
・
最
上
の
牛
）、
名
を
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
（s:Siddha –

rtha,

p:
Siddhattha

悉
達
多
・
悉
陀
）。
シ
ャ
ー
キ
ヤ
族
出
身
の
聖
者
と
い
う
意
味
で
釈
迦
牟
尼
（Ś

a –
kya-m

uni

）。
略
し
て
釈
尊

と
呼
ば
れ
、
覺
者
と
し
て
佛
陀
（s:B

uddha

）。
世
尊
（s:B

hagavat

婆
伽
梵
）
は
尊
称
で
あ
る
。

マ
ー
ヤ
ー
夫
人
が
出
産
の
た
め
に
実
家
の
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ハ
（s:D

evadaha

天
臂
城
）
へ
赴
く
途
中
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
遊
園
（s:

Lum
binı –

藍
毘
尼
園
）
で
誕
生
し
た
。
七
日
後
に
生
母
マ
ー
ヤ
ー
は
死
亡
。
そ
の
妹
に
あ
た
る
マ
ハ
ー
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー

（s:M
aha –praja –pati

摩
訶
波
羅
闍
波
提
・
大
愛
道
）
に
養
育
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
養
母
は
シ
ャ
カ
の
異
母
弟
の
ナ
ン
ダ

（s:N
anda

難
陀
）
を
生
み
、
の
ち
最
初
の
尼
僧
と
な
る
女
性
で
あ
る
。

＊
七
日
後
の
母
の
死
に
つ
い
て
、「
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
タ
が
宿
っ
た
母
胎
は
、
霊
廟
の
奥
殿
の
よ
う
な
も
の
で
、
他
の
者
が
宿

っ
た
り
用
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
タ
の
母
は
、
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
タ
が
誕
生
し
て
七
日
後
に

死
ん
で
、
ト
ゥ
シ
タ
天
の
都
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。」（Ja –taka

Vol.I,52.

『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
蠢
　
春
秋
社
、
五
九

頁
）
と
解
さ
れ
る
の
は
、
マ
リ
ヤ
童
貞
説
に
通
じ
よ
う
。

長
じ
て
、
シ
ャ
カ
は
三
人
の
妃
を
も
つ
が
、
母
方
の
従
妹
の
第
一
妃
で
、
の
ち
多
聞
第
一
と
称
せ
ら
れ
る
ア
ー
ナ
ン
ダ

（s:
A –nanda

阿
難
陀
）、
破
僧
の
反
逆
児
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
（s:

D
evadatta

提
婆
達
多
）
の
姉
に
あ
た
る
ヤ
シ
ョ
ー
ダ
ラ
ー

（s:Yaśodhara –

耶
輸
陀
羅
）
と
の
間
に
一
子
ラ
ー
フ
ラ
（s:R

a –hula

羅c
羅
「
妨
げ
」、「
月
蝕
」
の
意
と
も
）
を
も
う
け
る
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が
、
二
十
九
才
（
十
九
才
、
三
十
一
才
説
も
あ
る
）
で
出
家
。

盪
　
修
行
―
初
転
法
輪

「
沙
門
」（s:

Sam
an. a,

p:
Ś

ram
ana

道
に
励
む
人
）、「
比
丘
」（s:

bhikku,
p:

bhiks. u

乞
食
者
）
と
し
て
、
求
道
遊
歴
。

マ
ガ
ダ
国
の
二
人
の
聖
仙
に
つ
い
て
禅
定
を
修
め
る
。
最
初
は
ア
ー
ラ
ー
ダ
・
カ
ー
ラ
ー
マ
仙
人
（s:

A –ra –d. a
K

a –la –m
a,

p:

A –l. a –ra-K
a –la –m

a

）
に
つ
い
て
無
所
有
処
定
（
何
も
の
も
所
有
し
な
い
こ
と
を
体
得
す
る
禅
定
）、
次
い
で
ウ
ド
ラ
カ
・
ラ
ー
マ

プ
ト
ラ
仙
人
（s:

U
draka

R
a –m

aputra,
p:

U
ddaka-R

a –m
aputta

）
に
つ
い
て
悲
想
悲
悲
想
処
定
（
何
も
の
を
想
う
で
も
な

く
、
想
わ
ぬ
で
も
な
い
こ
と
を
体
得
す
る
境
地
）
に
達
し
た
。
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、「
こ
の
教
え
は
厭
離
に
お
も
む

か
ず
、
離
欲
に
お
も
む
か
ず
、
止
滅
に
お
も
む
か
ず
、
平
安
に
お
も
む
か
ず
、
英
智
に
お
も
む
か
ず
、
正
覺
に
お
も
む
か
ず
、

安
ら
ぎ
に
お
も
む
か
な
い
。」
と
し
て
、
あ
き
た
ら
ず
去
っ
た
（M

N
.N

o.26,Vol.I,P.165f.

『
中
阿
含
経
』
第
五
六
巻
「
羅

摩
経
」（
大
正
蔵
、
一
巻
、
七
七
六
頁
、
中_
下
）。
真
理
は
禅
定
に
よ
っ
て
心
が
静
ま
る
だ
け
で
は
得
ら
れ
ず
、
智
恵
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
あ
き
た
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
マ
ガ
ダ
国
の
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
ヴ
ァ
ー
（s:U

ruvilva –

現
在
の
ウ
レ
ル
村U

rel

）
で
の
苦
行
林
生
活
に
入
っ
た
。
一

粒
の
胡
麻
や
米
粒
で
日
を
過
ご
し
た
り
、
断
食
し
た
り
、
息
を
止
め
る
瞑
想
に
入
っ
た
り
、
牛
糞
や
自
分
の
小
便
を
飲
ん
だ
り
、

鬚
髪
を
抜
き
取
る
修
行
な
ど
、
そ
の
身
に
は
塵
垢
が
た
ま
っ
て
苔
が
生
ず
る
と
い
う
凄
ま
じ
い
苦
行
（s:tapas

）
を
五
人
の
修

行
者
と
共
に
す
る
こ
と
六
年
で
あ
っ
た
が
、「
そ
れ
は
ま
る
で
空
中
に
結
び
目
を
作
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
〔
徒
労
の
〕
歳
月
で
あ

っ
た
。
か
れ
は
『
こ
の
難
行
は
さ
と
り
に
い
た
る
道
で
は
な
い
』
と
考
え
、
通
常
の
食
物
を
と
る
た
め
に
、
村
や
街
で
托
鉢
し
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て
食
物
を
得
ら
れ
た
。」（Ja –taka,Vol.1,P.67.

『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
蠢
、
春
秋
社
、
七
八
頁
）

五
人
衆
と
別
れ
て
、
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
河
（s:

N
airan ~

jana –

尼
連
禅
河
、
現
在
の
パ
ル
グ
河
の
西
側
の
一
支
流
）
で
沐

浴
。
村
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
（p:Suja –ta –

善
生
）
が
さ
さ
げ
る
乳
糜
に
ゅ
う
び

を
食
し
て
気
力
を
回
復
す
る
。
こ
こ
に
禅
定
至
上
主
義
は
斥

け
ら
れ
、
断
食
・
止
息
な
ど
の
苦
行
主
義
と
欲
楽
に
ふ
け
る
快
楽
主
義
も
ま
た
斥
け
ら
れ
て
、
苦
楽
二
辺
を
離
れ
る
。
不
苦
不

楽
の
中
道
が
開
か
れ
る
。

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
（s:B

uddhagaya –

仏
陀
伽
耶
）
の
ピ
ッ
パ
ラ
大
樹
（s:pippala

無
花
果
属
の
半
落
葉
高
木
で
、
ア
シ
ヴ
ァ

ッ
タ
樹s:aśvattha
の
こ
と
）
下
に
吉
祥
草
を
敷
い
て
瞑
想
禅
定
に
入
り
、
陰
暦
十
二
月
八
日
の
未
明
、「
一
見
明
星
」、
苦
悩

と
そ
の
原
因
に
関
す
る
「
縁
起
」
の
理
を
大
悟
し
て
涅
槃
成
道
、
覺
者
（B

uddha

）
と
な
っ
た
。

＊
律
蔵
・
大
品
（V

inaya,M
aha –vagga,I,1,1–7

）
に
は
十
二
因
縁
の
理
を
さ
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後

世
に
整
理
さ
れ
た
も
の
。

「
至
高
完
全
の
悟
り
」（
無
上
正
等
覺
・
阿
耨
多
羅
三
藐
菩
提

あ
の
く
た
ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
う
だ
い

）
を
見
い
だ
し
て
、
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
「
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ
ッ
ダ
」
と
な
っ
た
。
文
字
ど
お
り
「
無
師
独
悟
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
佛
教
の
開
祖
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
時
に
三

十
五
歳
（
宇
井
説
に
よ
れ
ば
Ｂ
Ｃ
四
三
一
年
）
と
さ
れ
る
。
以
後
、
ピ
ッ
パ
ラ
樹
も
「
菩
提
樹
」（s:B

adhidram
a

覺
樹
・
思

惟
樹
・
道
場
樹
・
道
樹
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

成
道
後
、
二
人
の
旧
師
に
伝
え
よ
う
と
し
た
が
両
師
と
も
こ
の
世
に
亡
く
、
旧
友
五
人
を
カ
ー
シ
ー
国
の
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ

ー
（s:V

a –ra –n. ası –

現
在
ベ
ナ
レ
ス
の
北
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
）
郊
外
ム
リ
ガ
ダ
ー
ヴ
ァ
（s:M

r. gada –va

鹿
野
苑
）
に
訪
ね
て
教
化

し
よ
う
と
旅
立
つ
。
そ
の
途
中
、
ジ
ナ
教
に
近
い
ア
ー
ジ
ー
ヴ
ィ
カ
教
に
属
す
る
苦
行
者
ウ
パ
カ
（s:

U
paka

）
に
出
会
う
。

ウ
パ
カ
は
、「
尊
者
よ
、
あ
な
た
の
も
ろ
も
ろ
の
器
官
は
清
浄
で
あ
り
、
皮
膚
の
色
は
清
ら
か
で
純
白
で
あ
り
ま
す
。
尊
者
よ
。
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あ
な
た
は
何
を
目
ざ
し
て
出
家
し
た
の
で
す
か
。
あ
な
た
の
師
は
だ
れ
で
す
か
？
あ
な
た
は
誰
の
教
え
を
信
受
し
て
い
る
の
で

す
か
？
」
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ャ
カ
は
詩
句
で
応
答
す
る
。

「
わ
た
く
し
は
一
切
に
う
ち
勝
っ
た
者
、
一
切
を
知
る
者
で
あ
る
。
一
切
の
も
の
ご
と
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
を
捨
て

て
、
妄
執
を
な
く
し
た
か
ら
解
脱
し
て
い
る
。
み
ず
か
ら
知
っ
た
な
ら
ば
、
だ
れ
を
〔
師
と
〕
め
ざ
す
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ

に
は
師
は
存
在
し
な
い
。
わ
れ
に
似
た
者
は
存
在
し
な
い
。
神
々
を
含
め
た
世
界
の
う
ち
に
、
わ
れ
に
比
敵
し
得
る
者
は
存

在
し
な
い
。
わ
れ
こ
そ
は
世
間
に
お
い
て
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
で
あ
る
。
わ
れ
は
無
上
の
師
で
あ
る
。
わ
れ
は
唯
一
な
る
正

覺
者
で
あ
る
。
わ
れ
は
清
涼
と
な
り
、
や
す
ら
い
に
帰
し
て
い
る
。
法
輪
を
転
ぜ
ん
が
た
め
に
、
わ
た
く
し
は
カ
ー
シ
ー

（
ベ
ナ
レ
ス
）
の
町
に
往
く
。
盲
闇
の
世
界
に
お
い
て
不
死
の
鼓
を
打
と
う
。」
と
。（M

N
.volI,pp.170–171

）

こ
こ
に
は
、
従
来
の
伝
統
・
教
説
と
の
断
絶
、
覺
者
た
る
の
確
信
、
無
師
独
自
の
立
場
、
清
涼
安
心
の
境
地
、
不
死
の
鼓
を

う
っ
て
の
伝
道
熱
が
圧
倒
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ウ
パ
カ
は
「
尊
者
よ
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
頭
を
振
っ

て
去
る
。
ウ
パ
カ
の
機
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
ブ
ッ
ダ
と
し
て
最
初
の
異
教
徒
説
得
に
失
敗
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。
み
ず

か
ら
さ
と
っ
た
内
容
の
説
法
に
お
い
て
ま
だ
不
用
意
で
あ
っ
た
、
と
。

＊
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
か
ら
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
ま
で
は
直
線
距
離
に
し
て
二
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
街
道
を
た
ど
れ
ば
三
○

○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
徒
歩
十
日
の
長
旅
と
な
る
。

ガ
ン
ジ
ス
河
を
渡
っ
た
シ
ャ
カ
は
現
在
の
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
、
鹿
野
苑
に
旧
友
五
人
を
訪
ね
た
。「
さ
て
、
わ
た
く
し
は
順
次
に

遊
歩
し
て
、
ベ
ナ
レ
ス
・
仙
人
の
住
処
・
鹿
の
園
な
る
と
こ
ろ
に
、
五
人
の
修
行
者
の
群
れ
の
い
る
と
こ
ろ
に
お
も
む
い
た
。

五
人
の
修
行
者
の
群
れ
は
遥
か
に
わ
た
し
が
く
る
の
を
見
た
。
見
て
相
互
に
約
束
し
て
い
っ
た
。
│
『
き
み
よ
、
道
の
人
ゴ
ー

タ
マ
が
あ
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
。
贅
沢
で
、
つ
と
め
は
げ
む
の
を
捨
て
、
奢
侈
に
お
も
む
い
た
。
か
れ
に
挨
拶
す
べ
き
で
は
な
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い
。
起
っ
て
迎
え
て
は
な
ら
な
い
。
か
れ
の
衣
鉢
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
座
を
設
け
て
や
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
も
し

も
か
れ
が
欲
す
る
な
ら
ば
、
坐
し
得
る
よ
う
に
』
と
。
と
こ
ろ
が
わ
た
く
し
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
五
人
の
修
行
者
の
群
れ
は
、

自
分
ら
の
約
束
で
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
も
の
ど
も
は
わ
た
く
し
を
出
迎
え
て
衣
鉢
を
受
け
取
っ
た
。
ま
た
あ

る
者
ど
も
は
座
を
設
け
た
。
ま
た
あ
る
者
ど
も
は
洗
足
の
水
を
用
意
し
た
。」（M

N
.Vol.I,p.171

）

「
さ
ら
に
ま
た
わ
た
く
し
の
名
を
呼
び
、
ま
た
『
き
み
よ
（a –vuso

）』
と
い
う
呼
び
か
け
を
も
っ
て
話
し
か
け
た
。
こ
の
よ

う
に
話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
に
、
わ
た
く
し
は
五
人
の
修
行
者
の
群
れ
に
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
。『
修
行
者
ら
よ
。
如
来
に
呼
び

か
け
る
の
に
名
を
い
い
、
ま
た
『
き
み
よ
』
と
い
う
呼
び
か
け
を
も
っ
て
如
来
に
話
し
か
け
て
は
な
ら
ぬ
。
如
来
は
尊
敬
さ
れ

る
べ
き
人
、
正
覺
者
で
あ
る
。
修
行
者
ど
も
、
耳
を
傾
け
よ
。
不
死
が
得
ら
れ
た
。
わ
た
く
し
は
教
え
る
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く

し
は
法
を
説
く
で
あ
ろ
う
。」（M

N
.Vol.I,pp.171–172

）

か
く
し
て
『
初
転
法
輪
』
と
な
る
。「
修
行
者
ら
よ
。
出
家
者
が
実
践
し
て
は
な
ら
な
い
二
つ
の
極
端
が
あ
る
。
そ
の
二
つ
と

は
何
で
あ
る
か
？
一
つ
は
も
ろ
も
ろ
の
欲
望
に
お
い
て
欲
楽
に
耽
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
下
劣
・
野
卑
で
凡
愚
の
行
な
い
で
り
、

高
尚
な
ら
ず
、
た
め
に
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
み
ず
か
ら
苦
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
苦
し
み
で
あ
り
、
高
尚
な

ら
ず
、
た
め
に
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
真
理
の
体
現
者
は
こ
の
両
極
端
に
近
づ
か
な
い
で
、
中
道
（s:m

adhyam
a –

pratipad,

p:m
ajjhim

a –
pat. ipada –

）
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
眼
を
生
じ
認
識
を
生
じ
、
平
安
・
超
人
知
・
正
し
い
さ
と
り
・
安

ら
ぎ
（
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
）
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
。」（『
転
法
輪
経
』SN

.LV
I,11.Vol.V,pp.420–424

『
律
蔵
』V

inaya,

M
aha –vagga,I,6,17f.Vol.I,P.10f.

）
と
、
中
道
を
掲
げ
、
四
諦
、
八
正
道
を
説
法
し
た
。
こ
う
し
て
、
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
を

初
め
五
人
衆
は
信
従
す
る
。
僧
伽
の
成
立
で
あ
る
。
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
に
、
塵
な
く
汚
れ
な
き
真
理
を
見
る
目
が
生
じ
る
や
、
シ

ャ
カ
が
発
し
た
「
あ
あ
、
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
は
さ
と
っ
た
の
だ
！
あ
あ
、
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
は
さ
と
っ
た
の
だ
！
」
と
い
う
声
は
伝
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道
者
の
知
る
感
歎
で
あ
る
。

蘯
　
伝
道
・
弟
子
た
ち

バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
で
は
長
者
の
子
ヤ
サ
（p:

Yasa

）
が
出
家
す
る
。
ヤ
サ
は
侍
女
た
ち
の
醜
い
寝
姿
に
、「
あ
あ
、
悩
ま
し

い
。
あ
あ
、
煩
わ
し
い
。」
と
い
と
い
、
戸
外
で
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
て
い
る
シ
ャ
カ
か
ら
、
布
施
（
施
）・
戒
め
（
戒
）・
天
界
に

生
ま
れ
る
（
生
天
）
の
訓
話
か
ら
四
諦
を
聴
く
。
ヤ
サ
一
家
は
帰
依
し
て
、
ヤ
サ
は
出
家
す
る
。
そ
の
友
人
た
ち
も
つ
づ
く
。

次
い
で
、
東
方
の
マ
ガ
ダ
国
は
な
つ
か
し
の
修
行
地
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
バ
ー
に
向
っ
た
。
途
中
、
逃
亡
し
た
遊
女
を
探
す
青
年
に
、

「
婦
女
を
た
ず
ね
る
こ
と
と
自
己
を
た
ず
ね
る
こ
と
と
、
ど
ち
ら
が
勝
れ
て
い
る
か
」
と
問
い
か
け
、
こ
れ
ま
た
施せ

・
戒か
い

・
生
天

し
ょ
う
て
ん

の
通
説
訓
話
か
ら
四
諦
を
説
い
て
、
青
年
と
そ
の
友
人
三
十
人
が
出
家
す
る
。
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
バ
ー
で
は
高
名
な
拝
火
バ
ラ
モ
ン

（
事
火
外
道
）
の
老
カ
ー
シ
ャ
パ
（p:K

a –śyapa,s:K
assapa

迦
葉
）
の
三
兄
弟
と
そ
の
弟
子
一
千
人
を
得
る
。
事
火
外
道
は

呪
術
を
誇
っ
て
い
た
が
、
シ
ャ
カ
が
神
通
力
を
発
揮
し
て
、
火
を
左
右
す
る
の
に
降
参
し
、
ほ
ら
貝
結
び
の
髪
を
剃
り
落
と
し
、

事
火
具
を
水
に
流
し
て
出
家
し
た
。
バ
ラ
モ
ン
教
に
対
す
る
勝
利
で
あ
っ
た
。
近
く
の
開
悟
の
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
近
郊
の
ガ
ヤ

ー
シ
ー
サ
山
（p:G
aya –sı –sa,s:G

a –yasir. sa

象
頭
山
）
で
は
、「
火
」
を
題
材
に
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
意
に
燃
え
る
貪
り
の

火
を
厭
う
て
解
脱
を
す
す
め
、
一
千
人
が
信
従
す
る
。（V

inaya,M
aha –vagga,I.21

）

や
が
て
、
マ
ガ
ダ
の
国
都
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
（p:

R
a –jagaha,

s:
R

a –jagr. ha

王
舎
城
）
で
は
セ
ー
ニ
ャ
・
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王

（s:
Seniya

B
im

bisa –ra

頻
婆
娑
羅
）
が
帰
依
す
る
。
さ
き
に
信
従
し
た
カ
ー
シ
ャ
パ
三
兄
弟
の
長
兄
ウ
ル
ヴ
ィ
ル
ヴ
ァ
ー
・

カ
ー
シ
ャ
パ
が
証
し
を
つ
と
め
る
と
、
シ
ャ
カ
は
施
・
戒
・
生
天
訓
話
か
ら
苦
と
苦
の
滅
を
説
い
た
。
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
は
、
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「
以
前
に
わ
た
し
が
王
子
で
あ
っ
た
と
き
、
五
つ
の
願
い
を
た
て
ま
し
た
が
、
い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
ら
を
成
就
し
ま
し
た
。
以
前

に
わ
た
し
が
王
子
で
あ
っ
た
と
き
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
│
〈
あ
あ
、
わ
た
し
は
潅
頂
を
受
け
て
王
位
に
つ
き
た
い
〉

と
。
こ
れ
が
わ
た
し
の
第
一
の
ね
が
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
を
成
就
し
て
い
ま
す
。〈
わ
た
し
の
領
土
に

は
、
真
人
・
正
し
く
さ
と
っ
た
人
が
到
来
し
ま
す
よ
う
に
〉
と
い
う
こ
の
こ
と
が
、
わ
た
し
の
第
二
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
を
成
就
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、〈
わ
た
し
は
か
の
尊
師
に
侍
り
た
い
〉
と
い
う
こ
と
が
、
わ
た
し
の
第
三
の

願
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
を
成
就
し
て
い
ま
す
。
ま
た
〈
か
の
尊
師
は
わ
た
し
に
教
え
を
説
か
れ
ま
す
よ

う
に
〉
と
い
う
こ
の
こ
と
が
、
わ
た
し
の
第
四
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
を
成
就
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
〈
わ
た
し
が
か
の
尊
師
の
教
え
を
理
解
で
き
ま
す
よ
う
に
〉
と
い
う
こ
の
こ
と
が
、
わ
た
し
の
第
五
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
を
成
就
し
て
い
ま
す
。
尊
い
方
よ
。
以
前
に
わ
た
し
が
王
子
で
あ
っ
た
と
き
、
五
つ
の
願
い
を
た
て

ま
し
た
が
、
い
ま
わ
た
し
は
そ
れ
ら
を
成
就
し
ま
し
た
。」（V

inaya,M
ahavagga

I,22

）

王
は
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
の
北
の
池
畔
に
あ
る
竹
林
園
に
精
舎
を
建
て
て
寄
進
し
た
。「
竹
林
精
舎

ち
く
り
ん
し
ょ
う
じ
ゃ
」（s:Ven. uvana-vihara

）
で

あ
る
。＊

比
丘
の
住
所
と
し
て
は
、
阿
蘭
若

あ
ら
ん
に
ゃ

（
人
里
離
れ
た
林
野
）、
樹
下
、
山
岳
、
渓
谷
、
山
窟
、
墓
場
、
森
林
、
野
外
、
わ
ら

積
み
な
ど
が
律
蔵
に
説
か
れ
て
い
る
。（
南
伝
四
、
二
二
五
頁
）

こ
の
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
に
は
六
師
外
道
の
一
人
、
懐
疑
論
者
の
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
（p:

S
an ~

jaya
B

elat. t. hiputta

刪
闍
耶
毘
羅
胝

子
）
が
二
百
五
十
人
の
バ
ラ
モ
ン
を
ひ
き
い
て
い
た
。
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
（p:Sa –riputta,s:Śariputra

舎
利
弗
）
と
モ
ッ
ガ
ラ

ー
ナ
（p:M

oggalla –na,s:M
audgalya –yana

目d

連
）
の
二
人
の
弟
子
は
、
ア
ッ
サ
ジ
（p:A

ssaji

）
比
丘
か
ら
、「
も
ろ
も

ろ
の
事
が
ら
は
原
因
か
ら
生
じ
る
。
真
理
の
体
現
者
は
そ
の
原
因
を
説
き
た
ま
う
。
ま
た
そ
れ
ら
の
止
滅
を
も
説
か
れ
る
。
大

な
る
修
行
者
は
こ
の
よ
う
に
説
き
た
ま
う
。」（V

inaya,Vol.I,pp.40;40
）
と
聞
い
て
、
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
に
別
れ
て
出
家
し
た
。
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モ
ッ
ガ
ラ
ー
ナ
は
七
日
で
、
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
は
半
月
で
聖
境
に
達
し
た
。
二
人
は
懐
疑
論
・
判
断
中
止
を
越
え
て
、
因
縁
の
原

理
・
縁
起
の
道
理
を
開
眼
し
た
の
で
あ
る
。
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
は
智
慧
第
一
、
モ
ッ
ガ
ラ
ー
ナ
は
神
通
第
一
（
盂
蘭
盆
の
孝
子
）

の
大
弟
子
と
な
る
。
ま
た
頭
陀
行
第
一
と
う
た
わ
れ
る
マ
ハ
ー
カ
ッ
サ
パ
（p:

M
aha –-kassapa,

s:
M

aha –ka –śyapa

摩
訶
迦

葉
）
や
、
チ
ャ
ン
ナ
（p:C

hanna

闡
陀
）、
カ
ー
ル
ダ
ー
イ
ン
（p:K

a –l. uda –yin

迦
留
陀
夷
）
ら
が
加
え
ら
れ
た
。

＊
マ
ハ
ー
カ
ッ
サ
パ
は
バ
ラ
モ
ン
の
家
に
生
ま
れ
、
結
婚
し
た
が
、
夫
婦
揃
っ
て
出
家
し
た
。
シ
ャ
カ
に
師
事
し
て
八
日

目
に
は
悟
り
、
阿
羅
漢
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
自
分
が
着
て
い
た
新
し
い
袈
裟
を
シ
ャ
カ
に
献
じ
、
シ
ャ
カ
の
古
い
袈
裟

を
貰
い
受
け
て
常
用
し
た
。
そ
の
ボ
ロ
姿
が
軽
蔑
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
シ
ャ
カ
は
半
座
を
わ
か
っ
て
坐
ら
せ
た

こ
と
も
あ
る
。（
雑
阿
含
一
一
四
三
経
な
ど
）

ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
で
二
ケ
月
止
住
の
の
ち
、
シ
ャ
カ
は
故
郷
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ツ
を
訪
れ
る
。
入
滅
の
八
十
ま
で
、
四
十
五
年
間
、

活
動
の
二
大
拠
点
と
し
た
東
の
マ
ガ
ダ
国
の
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
（
王
舎
城
）
と
西
の
コ
ー
サ
ラ
国
の
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
（
舎
衛

城
）
を
往
来
す
る
際
に
は
、
故
郷
を
通
過
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
初
帰
郷
は
成
道
後
第
二
年
、
第
六
年
、
第
十
二
年
と
い
う
説

が
あ
る
。
昔
な
が
ら
形
式
的
な
バ
ラ
モ
ン
教
の
故
郷
で
の
伝
道
は
実
を
結
び
、
父
と
養
母
の
帰
依
、
異
母
弟
で
諸
根
調
伏
第
一

と
な
る
ナ
ン
ダ
、
理
髪
師
の
子
で
持
律
第
一
と
な
る
ウ
パ
ー
リ
、
従
弟
で
多
聞
第
一
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
が
出
家
し
た
。
実
子
ラ
ー

フ
ラ
の
出
家
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
経
緯
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ー
フ
ラ
王
子
が
「
わ
た
し
に
資
産
を
お
与
え
く
だ
さ
い
。」

と
願
う
と
、
父
シ
ャ
カ
は
考
え
た
。「
こ
の
子
は
父
の
財
産
を
望
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
転
生
を
と
も
な
い
苦
悩
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
。
そ
う
、
か
れ
に
は
（
さ
と
り
の
座
）
で
得
た
七
種
類
の
聖
な
る
財
産
を
与
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
か
れ
を
こ
の
超

世
間
的
な
財
産
の
持
ち
主
に
し
て
や
ろ
う
」
と
。
そ
し
て
、
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
を
よ
ん
で
、
ラ
ー
フ
ラ
を
出
家
さ
せ
た
、
と
。
シ

ャ
カ
族
の
う
ち
五
百
人
が
帰
依
し
た
。（Ja –taka,Vol.I,pp.91–92,

『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
蠢
、
春
秋
社
、
一
○
五
頁
）
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＊「
七
種
類
の
聖
な
る
財
産
」（sattavidham. ariyadhanam .

）
と
は
信
心
（saddha –

）、
戒
め
（sı –la

）、
内
心
の
恥
（hiri

愧
）、
外
部
へ
の
恥
（ottappa

愧
）、
博
聞
（suta

）、
施
捨
（ca –ga

）、
智
慧
（pan ~

n ~
a –

）
の
七
つ
の
徳
目
。

シ
ャ
ー
キ
ヤ
族
の
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ツ
を
挟
ん
で
、
東
の
マ
ガ
ダ
国
と
並
び
栄
え
て
い
た
の
が
西
の
コ
ー
サ
ラ
国
で
、
シ
ャ
カ

族
も
こ
の
コ
ー
サ
ラ
国
に
属
し
て
い
た
か
ら
、
シ
ャ
カ
は
王
家
に
働
き
か
け
、
同
年
令
の
国
王
プ
ラ
セ
ナ
ジ
ッ
ト
（s:

Prasenajit,p:Pasenadi

波
斯
匿
王

は
し
の
く
お
う

）
が
帰
依
し
た
。
そ
の
王
子
ヴ
ィ
ド
ゥ
ー
ダ
バ
が
シ
ャ
カ
族
を
全
滅
さ
せ
る
の
だ
が
、
そ

れ
は
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
コ
ー
サ
ラ
の
国
都
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
（p:

Sa –vatthı –,
s:

Śravastı –

舎
衛
城
）
の

長
ス
ダ
ッ
タ
（s,

p:
Sudatta

須
達
多
）
は
、「
孤
独
な
人
々
に
給
食
す
る
人
」（s:

A
na –thapin. d. ika

給
孤
独

ぎ
っ
こ
ど
く

長
者
）
と
呼
ば

れ
る
慈
善
家
で
、
商
用
の
た
め
マ
ガ
ダ
の
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
に
出
向
い
た
折
、
義
兄
の
縁
で
シ
ャ
カ
に
出
会
っ
て
帰
依
し
て
い
た

が
、
是
非
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
で
精
舎
を
寄
進
し
た
い
と
願
い
、
そ
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
タ
（p:Jeta

祇
陀
ぎ

だ

）
太
子

が
そ
の
園
林
を
寄
進
し
た
。
こ
れ
が
「
祇
陀
園
」、
略
し
て
「
祇
園
」
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
ス
ダ
ッ
タ
長
者
は
そ
こ
に
精
舎
す

な
わ
ち
僧
院
を
建
て
た
の
で
、
両
者
の
名
を
と
っ
て
「
祇
樹
給
孤
独
園

ぎ
じ
ゅ
ぎ
っ
こ
ど
く
お
ん

」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
が
「
祇
園
精
舎

ぎ
お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

」
で
約
二
万
坪
の
敷

地
で
あ
っ
た
。

＊
シ
ャ
カ
は
一
年
の
う
ち
、
雨
季
の
三
ケ
月
を
安
居
あ
ん
ご

と
定
め
て
い
た
が
、
東
マ
ガ
ダ
国
の
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
で
は
五
回
な
い

し
七
回
の
安
居
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
コ
ー
サ
ラ
の
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
で
は
二
十
回
安
居
し
て
い
る
。
サ
ー
ヴ
ァ
ッ

テ
ィ
ー
に
通
算
二
十
年
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。（
早
島
鏡
正
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
」
講
談
社
、
一
一
七
頁
）。

ま
た
、
ス
ダ
ッ
タ
は
初
め
ジ
ェ
ー
タ
太
子
の
園
林
を
買
お
う
と
し
て
黄
金
を
敷
き
つ
め
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
土
地
は

さ
ほ
ど
も
た
な
い
が
、
莫
大
な
金
銭
を
蓄
積
し
て
い
た
商
業
資
本
家
が
抬
頭
し
、
貨
幣
経
済
の
進
展
が
著
し
か
っ
た
こ
と

を
示
す
の
か
も
知
れ
な
い
（
中
村
元
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
』
春
秋
社
、
六
九
八
頁
）。

63



こ
う
し
て
、
三
十
五
歳
成
道
か
ら
八
十
歳
入
滅
ま
で
四
十
五
年
間
は
伝
道
行
脚
の
半
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
重
要
拠
点
は
マ
ガ

ダ
国
の
国
都
、
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
（
王
舎
城
）
の
「
竹
林
精
舎
」
と
、
コ
ー
サ
ラ
国
の
国
都
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
（
舎
衛
城
）
下

の
「
祇
園
精
舎
」
で
、
ガ
ン
ジ
ス
河
中
流
域
の
楕
圓
形
地
帯
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
ガ
ン
ジ
ス
と
ジ
ャ
ム
ナ
ー
の
合
流
点
、
ヴ
ァ
ン
サ
国
都
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
（s:K

osam
bi –

）
で
は
国
王
と
王
妃
を
帰

依
さ
せ
て
伝
道
の
拠
点
に
し
た
。
ま
た
、
養
母
マ
ハ
ー
・
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
の
出
家
を
認
め
た
。
尼
僧
の
起
源
で
あ
る
。

＊
マ
ハ
ー
・
プ
ラ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
ー
は
シ
ャ
カ
族
の
女
た
ち
と
、
髪
を
断
ち
、
法
衣
を
ま
と
っ
て
、
遙
か
五
百
キ
ロ
ほ
ど
を

徒
歩
で
南
方
ヴ
ェ
ー
サ
リ
ー
の
シ
ャ
カ
を
訪
ね
て
出
家
を
願
っ
た
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
が
三
回
と
り
つ
い
で
も
許
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
八
つ
の
条
件
を
厳
守
す
る
な
ら
と
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
「
八
敬
重
法
」
は
、
鴣
百
歳
の
比
丘
尼

び

く

に

と
い
え
ど
も
、
今

日
出
家
し
た
新
比
丘
に
対
し
て
敬
意
を
払
う
こ
と
。
鴟
比
丘
尼
は
比
丘
の
い
な
い
所
に
住
し
て
は
な
ら
ぬ
。
鵄
比
丘
尼
は

半
月
ご
と
に
比
丘
か
ら
布
薩
ふ
さ
つ

（
懺
悔
）
と
教
誡
を
受
け
る
べ
き
こ
と
。
鴕
比
丘
尼
は
安
居
の
最
后
の
日
に
、
比
丘
衆
、
比

丘
尼
衆
の
両
教
団
に
対
し
て
自
恣
じ

し

（
懺
悔
・
告
白
）
を
な
す
べ
き
こ
と
。
鴒
比
丘
尼
が
こ
れ
ら
の
条
件
を
犯
せ
ば
、
両
教

団
に
対
し
て
、
半
月
マ
ー
ナ
ッ
タ
（
罰
役
）
を
行
な
う
べ
き
こ
と
。
鵁
正
学
女
（
式
叉
摩
那

し
き
し
ゃ
ま
な

。
満
二
十
歳
前
の
未
成
年
の

出
家
志
願
女
、
沙
弥
尼

し
ゃ
み
に

）
は
六
つ
の
戒
を
二
ケ
年
守
っ
た
ら
、
両
教
団
に
対
し
て
比
丘
尼
と
し
て
出
家
を
願
う
こ
と
。
鴿

比
丘
尼
は
絶
対
に
比
丘
を
の
の
し
っ
て
は
な
ら
な
い
。
鴾
比
丘
尼
は
比
丘
に
対
し
て
文
句
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

比
丘
は
比
丘
尼
に
関
し
て
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ハ
ー
・
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
の
出
家
は
、
成
道
後
十
五
年
か
ら
二

十
年
こ
ろ
か
（
水
野
前
掲
書
二
三
八
〜
二
三
九
頁
）

そ
の
ほ
か
、
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
の
兇
賊
で
、
殺
害
し
た
人
の
指
を
集
め
て
髪
飾
り
を
作
っ
た
た
め
「
指
鬘
外
道

し
ま
ん
げ
ど
う

」
と
呼
ば

れ
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
（s:A

n .gulim
a –la

央
掘
摩
羅
）
を
帰
依
さ
せ
た
り
（SehraiPeshaw

ar,N
o.49

）、
処
刑
直
前
の
群
賊

五
百
人
を
出
家
さ
せ
た
り
（『
摩
訶
僧
祇
律
』
第
十
九
、
大
正
蔵
、
二
二
巻
、
三
八
三
下_

三
八
四
中
）、
漁
師
五
百
人
を
帰
依
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さ
せ
、
出
家
さ
せ
た
り
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
（『
摩
訶
僧
祇
律
』
第
一
四
巻
、『
国
訳
一
切
経
』
律
部
九
、
四
三
○
頁
）。

こ
の
伝
道
の
間
に
も
、
悲
報
は
絶
え
な
い
。
マ
ガ
ダ
国
王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
が
王
子
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
（s:A

ja –taśatru,

p:
A

ja –tasattu

阿
闍
世
）
に
殺
害
さ
れ
る
か
と
思
え
ば
、
コ
ー
サ
ラ
国
王
プ
ラ
セ
ナ
ジ
ッ
ト
が
王
子
ヴ
ィ
ド
ゥ
ー
ダ
バ
（p:

V
id. u –d. abha,s:V

iru –d. haka

毘
琉
璃
）
の
王
位
纂
奪
に
追
わ
れ
、
マ
ガ
ダ
に
逃
亡
し
て
惨
死
し
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ド
ゥ
ー
ダ

バ
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
カ
族
は
滅
亡
す
る
に
い
た
る
。
後
代
の
伝
説
に
よ
る
と
、
シ
ャ
カ
は
三
度
諫
止
し
た
が
、
四
度
目
に
は
宿

縁
と
知
っ
て
阻
止
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
。（『
五
分
律
』
第
二
一
巻
、
第
三
分
之
五
衣
法
下
、
大
正
蔵
、
二
二
巻
、
一
四
○
下

_

一
四
一
下
、『
四
分
律
』
第
四
一
巻
、
衣h

度
之
三
、
大
正
蔵
、
二
二
巻
、
八
六
○
中_

八
六
一
上
）。
コ
ー
サ
ラ
も
マ
ガ
ダ

の
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
に
よ
っ
て
滅
亡
す
る
こ
と
に
な
る
が
。
そ
し
て
、
十
大
弟
子
の
う
ち
智
慧
第
一
の
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
の

死
、
神
通
第
一
の
モ
ッ
ガ
ー
ラ
ナ
の
死
、
シ
ャ
カ
に
代
わ
っ
て
教
団
を
率
い
、
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
と
世
を
支
配
し
よ
う
と

し
た
従
弟
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
離
反
事
件
が
起
っ
て
い
る
。

盻
　
望
郷
・
老
衰

八
十
歳
に
な
っ
た
シ
ャ
カ
は
マ
ガ
ダ
の
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
の
東
北
方
に
あ
る
鷲
ガ
峰
（s:

G
r. dhraku –ta,

p:
G

ijjhaku –t. a

霊
鷲

山
、
霊
山
）
を
出
て
、
生
ま
れ
故
郷
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
へ
旅
立
っ
た
。

＊
最
後
の
旅
程
。
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ→

パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
村→

ガ
ン
ジ
ス
渡
河→

コ
ー
テ
ィ
村→

ナ
ー
デ
ィ
カ
村→

ベ
ー
ル

バ
村
（
雨
期
安
居
）→

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー→

パ
ン
ダ
村→

ハ
ッ
テ
ィ
村→

ア
ン
バ
村→

ジ
ャ
ン
プ
村→

ボ
ー
ガ
市→

パ
ー

ヴ
ァ
ー
村→

カ
ク
ッ
タ
ー
河→

ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
。
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ガ
ン
ジ
ス
河
の
北
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
（s:

Vaiśa -li -

吠
舎
離
）
で
は
遊
女
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
（p:

A
m

bapa -li -

）
の
所
有
す

る
マ
ン
ゴ
ー
林
に
止
住
し
て
、
彼
女
の
朝
食
へ
の
招
待
を
受
け
る
。
当
地
の
貴
族
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
族
の
若
者
た
ち
は
、
そ
の
先

約
に
、「
つ
ま
ら
ぬ
女
の
子
に
し
て
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。」
と
指
を
弾
い
て
残
念
が
っ
た
。
遊
女
ア
ン
バ
パ
リ
ー
は
手
ず
か
ら

給
仕
し
た
。
シ
ャ
カ
は
彼
女
を
教
え
、
諭
し
、
励
ま
し
、
喜
ば
せ
て
、
席
を
立
っ
た
。

こ
の
ア
ン
バ
パ
リ
ー
女
の
林
に
止
住
し
て
い
る
間
、
数
多
く
の
教
え
を
説
い
た
。
た
と
え
ば
、「
戒
律
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
精
神
統
一
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
智
慧
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
戒
律
と
と
も
に
修
行
し
て
完
成

さ
れ
た
精
神
統
一
は
大
い
な
る
果
報
を
も
た
ら
し
、
大
い
な
る
功
徳
が
あ
る
。
智
慧
と
と
も
に
修
養
さ
れ
た
心
は
、
も
ろ
も
ろ

の
汚
れ
、
す
な
わ
ち
欲
望
の
汚
れ
、
生
存
の
汚
れ
、
見
解
の
汚
れ
、
無
明
の
汚
れ
か
ら
ま
っ
た
く
解
脱
す
る
。」（M

PS.II,20.

D
N
.V
ol.II,P.98

）
と
。

奥
の
細
道
紀
行
の
「
市
振
い
ぶ
り

」
で
遊
女
と
同
宿
し
た
芭
蕉
の
場
合
は
、「
神
明
の
加
護
か
な
ら
ず
恙
つ
つ
が
な
か
る
べ
し
、
と
言
捨
て
出

つ
ゝ
、
哀
あ
わ
れ
さ
し
ば
ら
く
や
ま
ざ
り
け
ら
し
」
と
詠
嘆
の
調
べ
だ
が
、
シ
ャ
カ
は
ア
ン
バ
パ
リ
ー
に
三
帰
五
戒
を
説
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。（『
遊
行
経
』
大
正
蔵
一
巻
、
一
三
頁
中_

下
）。「
ま
こ
と
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
取
税
人
と
遊
女
と
は
汝
ら
に
先
だ

ち
て
神
の
国
に
入
る
な
り
。」
と
言
っ
た
積
極
的
な
発
言
は
聞
か
れ
な
い
が
。（
マ
タ
イ
福
音
書
二
一
・
三
一
。
ル
カ
福
音
書

七
・
三
七_

五
○
。）

の
ち
に
、
ア
ン
バ
パ
リ
ー
は
、
子
の
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
に
よ
っ
て
出
家
し
て
尼
と
な
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
告
白
が
『
尼
僧
の
告

白
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「（
か
つ
て
）
わ
た
し
の
頭
は
、
芳
香
あ
る
篋は

こ

の
よ
う
に
香
り
が
し
み
こ
み
、
花
が
覆
い
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ま
は
老
い
の
た
め
、
そ
れ
は
兎
の
毛
の
よ
う
な
臭
い
が
し
ま
す
。
真
理
を
語
る
か
た
の
こ
と
ば
に
、
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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…
…
わ
た
し
の
両
方
の
乳
房
は
、
昔
は
、
豊
か
に
ふ
く
ら
ん
で
円
く
、
均
整
が
と
れ
て
、
上
に
向
い
て
い
ま
し
た
が
、〔
い
ま

や
〕
そ
れ
ら
は
、
水
の
入
っ
て
い
な
い
皮
袋
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
真
理
を
語
る
か
た
の
こ
と
ば
に
、

誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
身
体
は
、
よ
く
磨
い
た
黄
金
の
板
の
よ
う
に
、
昔
は
美
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
で
は
、

細
か
い
皺
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
真
理
を
語
る
か
た
の
こ
と
ば
に
、
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
両
腿
は
、
昔
は
、
象

の
鼻
に
も
似
て
立
派
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
で
は
老
い
の
た
め
に
、
竹
の
幹
の
よ
う
に
〔
や
せ
ま
し
た
〕。
真
理
を
語
る
か

た
の
こ
と
ば
に
、
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
両
脛
は
、
昔
は
、
滑
ら
か
な
足
環
を
は
め
、
黄
金
で
飾
ら
れ
、
美
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
で
は
老
い
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
は
胡
麻
が
ら
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
真
理
を
語
る
か
た

の
こ
と
ば
に
、
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
集
ま
っ
て
出
来
て
い
る
こ
の
身
は
、
老
い
さ
ら
ば
え
て
、

多
く
の
苦
し
み
の
む
ら
が
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
、
塗
料
の
剥
げ
落
ち
た
あ
ば
ら
家
で
す
。
真
理
を
語
る
か
た
の
こ
と
ば

に
、
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
バ
パ
リ
ー
尼
」（T

heri --ga -tha -
252–270.

ま
た
、25–26

の
ア
ッ
ダ
カ
ー
シ
ー
尼
の
偈
も

参
照
。）

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
郊
外
の
小
村
ベ
ー
ル
バ
（p:B

elva-ga -m
aka

竹
林
の
村
）
に
移
っ
た
一
行
は
雨
季
の
定
住
に
入
る
。
イ

ン
ド
暦
四
月
の
満
月
の
翌
日
か
ら
三
ケ
月
九
十
日
間
の
雨
安
居
・
夏
安
居
で
あ
る
。
そ
こ
で
シ
ャ
カ
は
死
ぬ
ほ
ど
の
激
痛
を
と

も
な
う
病
い
に
襲
わ
れ
る
。
回
復
し
た
も
の
の
、
老
い
を
覚
え
て
死
を
予
感
す
る
。
そ
し
て
、「
教
師
の
握
拳
」、「
自
灯
明
・
法

灯
明
・
自
洲
・
法
洲
」
の
説
法
を
残
す
こ
と
と
な
る
。

「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
修
行
僧
た
ち
は
わ
た
く
し
に
何
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
か
？
わ
た
く
し
は
内
外
の
隔
て
な
し
に
〔
こ
と

ご
と
く
〕
理
法
を
説
い
た
。
全
き
人
の
教
え
に
は
、
な
に
も
の
か
を
弟
子
に
隠
す
よ
う
な
教
師
の
握
り
拳
（p:

a -

cariyam
ut. t. hi

）
は
存
在
し
な
い
。
…
…
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ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
わ
た
く
し
は
も
う
老
い
朽
ち
、
齢
を
か
さ
ね
老
衰
し
、
人
生
の
旅
路
を
通
り
過
ぎ
、
老
齢
に
達
し
た
。

わ
が
齢
は
八
十
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
古
ぼ
け
た
車
が
革
紐
の
助
け
に
よ
っ
て
や
っ
と
動
い
て
行
く
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
わ

た
く
し
の
身
体
も
革
紐
の
助
け
に
よ
っ
て
も
っ
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
向
上
に
つ
と
め
る
人
が
一
切
の
相
を
こ
こ
ろ
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
若
干
の
感
受
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
の
な
い
心
の
統
一
に
入
っ
て
と
ど
ま
る
と
き
、
そ
の
と
き
、
か
れ
の
身
体
は
健
全
（
快
適
）
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
世
で
自
ら
を
島
と
し
、
自
ら
を
た
よ
り
と
し
て
、
他
の
も
の
を
た
よ
り
と
せ
ず
、
法
を
島
と
し
、
法

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
他
の
も
の
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
な
。」（M

PS.II,25–26,D
N

.Vol.II,P.100

）

と
。

秘
伝
な
る
も
の
は
な
く
一
切
を
公
開
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
教
法
と
自
己
の
み
を
た
よ
り
と
せ
よ
、
わ
た
く
し
は
世
を
去

る
も
の
、
と
。

＊「
島
」（s:atm

advi -pa,p:attadi -pa
）
を
「
灯
明
」（p:di -pa

）
と
解
す
る
と
、「
自
洲
・
法
洲
」
で
な
く
「
自
灯
明
、
法

灯
明
」
と
な
る
。「『
自
ら
を
島
と
し
』
と
い
う
と
き
の
『
島
』
は
『
洲
』
と
訳
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ン

ド
で
は
大
洪
水
に
な
る
と
一
面
に
水
び
た
し
に
な
り
、
ま
わ
り
に
山
が
見
え
な
い
か
ら
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
大
海
原
と

な
る
。
そ
の
な
か
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
洲
が
人
々
の
よ
る
べ
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に
た
と
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
…
…
対
岸
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
の
大
洪
水
を
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
日
本
の
人
々
に
は
、『
自
己
を
洲
と
す
る
』
と

か
『
法
を
洲
と
す
る
』
と
い
う
表
現
は
ど
う
も
身
に
ピ
ッ
タ
リ
と
し
な
い
。
そ
こ
で
『
自
灯
明
』『
法
灯
明
』
と
い
う
連
想

の
ほ
う
が
受
け
取
り
や
す
い
の
で
あ
る
。」（
中
村
前
掲
書
蠡
、
一
九
一
、
一
九
五
頁
）

人
は
老
い
さ
き
短
し
と
知
る
と
、
山
も
川
も
、
木
も
草
も
情
緒
を
そ
そ
る
の
か
、
シ
ャ
カ
は
八
十
老
と
し
て
詩
情
を
吐
露
す
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る
。「

ヴ
リ
ジ
族
の
土
地
・
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
は
楽
し
い
。
チ
ャ
ー
パ
ー
ラ
霊
樹
の
地
は
楽
し
い
。
七
本
の
マ
ン
ゴ
ー
樹
の
あ
る

霊
樹
の
地
は
楽
し
い
。
葉
の
繁
っ
た
霊
樹
の
地
は
楽
し
い
。
ガ
ウ
タ
マ
と
名
づ
け
る
バ
ニ
ヤ
ン
樹
は
楽
し
い
。
シ
ャ
ー
ラ

（
沙
羅
）
樹
の
林
は
楽
し
い
。〈
マ
ツ
ラ
族
の
荷
を
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
〉
と
い
う
霊
樹
の
地
は
楽
し
い
。〈
猿
池
の
堤
〉
と
い
う

霊
樹
の
地
は
楽
し
い
。
世
界
は
美
し
い
も
の
で
、
人
間
の
生
命
は
甘
美
な
も
の
だ
。」（W

ald
sch

m
id

t
S

kt.
D

as

M
aha –parinirvan. asu –tra

X
V.9,S.204

）

二
度
と
そ
の
緑
陰
に
憩
う
こ
と
の
な
か
ろ
う
当
地
の
樹
々
を
眺
め
て
、
万
感
胸
に
せ
ま
っ
た
シ
ャ
カ
の
姿
を
佛
典
は
「
象
王

回
首
」
と
表
現
し
た
。

眈
　
旅
路
の
果
て

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
を
あ
と
に
、
村
々
を
へ
、
ボ
ー
ガ
（B

hoga

享
楽
）
市
で
は
、「
四
大
教
法
」（p:

m
aha –

padesa

）
が

説
か
れ
、
仏
滅
後
に
正
真
の
仏
語
か
否
か
を
判
定
す
る
規
準
と
さ
れ
る
。
こ
れ
も
経
や
律
が
ま
と
め
ら
れ
た
後
世
の
仮
託
と
思

わ
れ
る
。「
そ
れ
ら
の
文
句
を
、〔
ひ
と
つ
ず
つ
〕
経
典
に
ひ
き
合
わ
せ
、
戒
律
に
参
照
吟
味
し
て
み
て
、
経
典
〔
の
文
句
〕
に

も
合
致
せ
ず
、
戒
律
〔
の
文
句
〕
に
も
一
致
し
な
い
と
き
に
は
、
こ
の
結
論
に
到
達
す
べ
き
で
あ
る
、
│
〈
た
し
か
に
、
こ
れ

は
か
の
尊
師
の
説
か
れ
た
こ
と
ば
で
は
な
く
て
、
こ
の
修
行
僧
の
誤
解
し
た
こ
と
で
あ
る
〉
と
。
修
行
僧
よ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

お
ま
え
た
ち
は
こ
れ
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
。」
以
下
、
四
項
目
に
わ
た
っ
て
、
同
様
に
、
長
老
耆
宿

き
し
ゅ
く

か
ら
聞
い
た
と
い
う
こ
と

も
経
と
律
に
照
ら
し
て
判
定
す
べ
し
、
と
。（M

PS.IV,5–12.D
N

.Vol.II,pp.123–126

）

パ
ー
ヴ
ァ
ー
村
（p:

Pa –va –,
s:
Pa –pa –

）
に
入
っ
て
、
鍛
冶
工
の
子
チ
ュ
ン
ダ
（p:

C
unda

淳
陀
、
准
陀
）
の
饗
応
を
受
け

69



る
。
そ
の
朝
食
を
と
っ
た
シ
ャ
カ
は
重
病
に
倒
れ
る
。
チ
ュ
ン
ダ
の
用
意
し
た
料
理
の
た
め
激
し
い
下
痢
に
見
舞
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

「
さ
て
尊
師
が
鍛
冶
工
の
子
チ
ュ
ン
ダ
の
食
物
を
食
べ
ら
れ
た
と
き
、
激
し
い
病
い
が
お
こ
り
、
赤
い
血
が
迸
り
出
る
（p:

lohita-pakkhandika

）
死
に
い
た
ら
ん
と
す
る
激
し
い
苦
痛
が
生
じ
た
。
尊
師
は
実
に
正
し
く
念
い
、
よ
く
気
を
お
ち
つ

け
て
、
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
苦
痛
を
堪
え
忍
ん
で
い
た
。

さ
て
尊
師
は
若
き
人
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
告
げ
ら
れ
た
。『
さ
あ
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
わ
れ
ら
は
ク
シ
ナ
ー
ラ
に
お
も
む
こ
う
』

と
。」（M

PS.IV,20.D
N

.Vol.II,pp.127–128

）

＊
血
便
、
中
毒
症
状
の
も
と
と
な
っ
た
食
物
「
ス
ー
カ
ラ
マ
ッ
ダ
ヴ
ァ
」（p:

su –kara-m
addava

）
に
は
諸
説
が
あ
る
。

薬
草
説
も
あ
る
が
、
野
豚
の
柔
ら
か
い
肉
か
、
野
豚
ご
の
み
の
食
用
茸
（
栴
檀
耳

せ
ん
だ
ん
に

）
か
。「
ス
ー
カ
ラ
」
は
「
豚
、
猪
」、

「
マ
ッ
ダ
ヴ
ァ
」
は
「
や
わ
ら
か
さ
、
や
さ
し
さ
」。

＊「
元
来
、
こ
の
王
子
は
蒲
柳
の
質
で
あ
り
、
と
く
に
胃
腸
な
ど
の
消
化
器
は
普
通
の
人
よ
り
も
弱
か
っ
た
ら
し
い
。
佛
教

の
出
家
教
団
の
風
習
と
し
て
、
昼
住
と
言
っ
て
、
食
後
に
横
臥
し
た
り
、
楽
に
坐
っ
た
り
し
て
、
静
か
に
休
息
す
る
こ
と

が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
釈
尊
自
身
が
健
康
の
た
め
に
習
慣
と
し
て
い
た
も
の
を
弟
子
た
ち
に
も
及
ぼ
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。（
釈
尊
が
食
後
に
横
臥
し
て
休
息
さ
れ
た
の
を
、
外
教
の
人
た
ち
は
、
ゴ
ー
タ
マ
は
惰
眠
を
む

さ
ぼ
る
も
の
で
あ
る
と
誹
謗
し
た
こ
と
が
あ
る
〈
中
部
三
六
、
大
サ
ッ
チ
ャ
カ
経_

南
伝
九
、
四
三
五
頁
〉）
ま
た
釈
尊
は

よ
く
病
気
を
さ
れ
、
当
時
の
名
医
ジ
ー
ワ
カ
（
耆
婆
）
の
治
療
を
受
け
ら
れ
た
し
、
晩
年
に
は
背
の
痛
み
を
訴
え
ら
れ
た

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
入
滅
直
前
の
最
後
の
供
養
に
お
い
て
も
、
釈
尊
は
食
中
毒
か
で
、
痢
病
（
赤
痢
）
を
さ
れ
、

そ
の
た
め
に
こ
の
世
を
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」（
水
野
弘
元
『
釈
尊
の
生
涯
』
春
秋
社
、
三
七
頁
）
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こ
の
重
症
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
望
郷
の
念
お
さ
え
が
た
く
、
病
躯
を
運
ん
で
最
後
の
地
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
村
（p:

K
usina –ra –=

K
usinagara,s:K

uśinagari -

拘
尸
那
掲
城
）
に
赴
く
。
道
中
、
一
樹
の
下
に
近
づ
く
と
、「
さ
あ
、
ア
ー
ナ
ン
ダ

よ
。
お
ま
え
は
わ
た
く
し
の
た
め
に
外
衣
を
四
つ
折
り
に
し
て
敷
い
て
く
れ
。
わ
た
く
し
は
疲
れ
た
。
わ
た
く
し
は
す
わ
り
た

い
。」
と
し
て
、
し
き
り
に
水
を
所
望
す
る
。
近
く
の
ク
ク
ス
タ
ー
河
は
五
百
の
車
が
通
過
し
た
ば
か
り
でa

っ
て
い
る
か
ら
、

も
う
少
し
さ
き
の
カ
ク
ッ
タ
ー
河
で
、
と
い
う
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
、「
わ
た
く
し
は
、
の
ど
が
渇
い
て
い
る
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
わ

た
く
し
は
飲
み
た
い
の
だ
。」
と
、
三
度
も
訴
え
る
。（M
PS.IV,21–22.D

N
.Vol.II,P.128

）
の
ち
の
超
人
化
・
神
格
化
さ

れ
た
シ
ャ
カ
と
は
、
ま
さ
に
異
な
る
人
間
シ
ャ
カ
像
で
あ
り
、
痛
々
し
い
ま
で
に
、
そ
の
老
体
・
病
躯
を
偲
ば
せ
る
。

こ
ん
な
折
も
折
、
ア
ー
ラ
ー
ラ
・
カ
ー
ラ
ー
マ
の
徒
で
、
マ
ッ
ラ
族
の
大
臣
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
プ
ッ
ク
サ
（p:

Pukkusa,s:Putkasa

）
が
通
り
か
か
る
。
シ
ャ
カ
の
禅
定
の
深
さ
に
感
銘
し
た
彼
は
、「
わ
た
し
は
、
ア
ー
ラ
ー
ラ
・
カ
ー
ラ

ー
マ
に
対
す
る
信
を
、
大
風
の
う
ち
に
吹
き
飛
ば
し
、
奔
流
の
う
ち
に
流
し
去
り
ま
し
ょ
う
。
…
…
今
日
か
ら
終
生
帰
依
す
る

在
俗
信
者
と
し
て
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。」（M

PS.IV,28–34.D
N

.Vol.II,pp.131–133

）
と
、
金
色
の
一
対
の
衣
を
献
上
し

た
。
病
苦
の
中
の
快
事
で
あ
っ
た
。

カ
ク
ッ
タ
ー
河
で
沐
浴
し
、
清
流
を
飲
む
と
、
チ
ュ
ン
ダ
を
励
ま
そ
う
と
、
彼
が
供
養
し
た
食
物
を
受
け
て
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

の
境
地
に
入
る
ゆ
え
、
最
上
の
功
徳
が
あ
る
と
語
っ
て
、
チ
ュ
ン
ダ
を
思
い
や
っ
た
。

ヒ
ラ
ニ
ヤ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
河
（p:H

iran ~
n ~

avati,s:H
iran. yavati –

）
西
岸
、
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
（p:K

usina –ra –,s:K
uśinagari –

）

の
東
側
、
か
ね
て
終
焉
の
地
と
目
し
て
い
た
ウ
パ
ヴ
ァ
ッ
タ
ナ
（p:U

pavattana

）
に
た
ど
り
つ
く
。

「『
さ
あ
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
わ
た
く
し
の
た
め
に
、
二
本
並
ん
だ
サ
ー
ラ
樹
（p:sa –la,śa –la

）
の
あ
い
だ
に
、
頭
を
北
に
向
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け
て
床
を
用
意
し
て
く
れ
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
わ
た
く
し
は
疲
れ
た
。
横
に
な
り
た
い
』
と
。『
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
』
と
、

尊
師
に
答
え
て
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
サ
ー
ラ
の
双
樹
の
あ
い
だ
に
、
頭
を
北
に
向
け
て
床
を
設
け
た
。
そ
こ
で
尊
師
は
右
脇
を

下
に
つ
け
て
、
足
の
上
に
足
を
重
ね
、
獅
子
座
を
し
つ
ら
え
て
、
正
し
く
念
い
、
正
し
く
こ
こ
ろ
を
と
ど
め
て
い
た
。」

（M
PS.V,I.D

N
.Vol.II,P.137

）

い
う
と
こ
ろ
の
「
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
現
わ
す
」
の
場
で
あ
る
。

シ
ャ
カ
は
、
煽
い
で
い
た
信
者
ウ
パ
ヴ
ァ
ー
ナ
を
「
去
り
な
さ
い
。
修
行
僧
よ
。
わ
た
く
し
の
前
に
立
っ
て
は
い
け
な
い
。」

と
退
け
る
が
、
そ
れ
は
会
い
に
来
て
い
る
神
霊
た
ち
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
だ
、
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
十
方
世
界
の
神
々
が
最
後
の
シ
ャ
カ
に
会
う
た
め
に
群
が
り
集
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
死
後
は
も
う
会
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
、
と
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
嘆
く
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ャ
カ
は
「
信
仰
心
の
あ
る
ま
じ
め
な
人
が
実
際
に
訪
ね
て
感

激
す
る
場
所
」
と
し
て
、
そ
の
誕
生
地
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
）、
成
道
地
（
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
）、
初
転
法
輪
地
（
鹿
野
園
）、
入
滅
地

（
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
）
の
四
大
霊
場
巡
拝
を
教
え
、「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
だ
れ
で
も
祠
堂
（p:

C
etiya

）
の
巡
礼
を
し
て
遍
歴
し
、

浄
ら
か
な
心
で
死
ぬ
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
す
べ
て
、
死
後
に
、
身
体
が
壊
れ
て
の
ち
に
、
よ
い
と
こ
ろ
、
天
の
世
界
に
生
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
。」（M

PS.V,7–8.D
N

.Vol.II,pp.140–141

）
と
勧
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
後
世
の
付
文
で

あ
る
。

同
じ
く
後
世
の
挿
入
で
あ
る
が
、
女
性
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
の
問
答
は
注
目
さ
れ
る
。「
尊
い

方
よ
。
わ
た
し
た
ち
は
婦
人
に
対
し
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
見
る
な
。」「
尊
師
よ
。
し
か

し
、
見
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
話
し
か
け
る
な
。」「
尊
い
方
よ
。

し
か
し
、
話
し
か
け
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
そ
う
い
う
と
き
に

は
、
つ
つ
し
ん
で
お
れ
。」（M

PS.V,9.D
N

.Vol.II,P.141

）
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＊
仏
教
と
女
性
と
い
う
問
題
点
な
の
で
、
参
考
に
Ｈ
・
ベ
ッ
ク
の
所
説
を
少
々
長
い
が
抜
粋
し
て
お
こ
う
。

「
仏
陀
と
し
て
は
、
当
時
の
時
代
状
態
お
よ
び
民
族
状
態
に
か
ん
が
み
て
、
女
性
問
題
を
そ
の
よ
う
に
決
定
す
る
他
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
点
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
の
方
が
上
で
あ
る
と
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
と
こ

ろ
で
、
仏
陀
の
と
っ
た
立
場
が
そ
の
時
代
と
し
て
不
当
で
あ
っ
た
と
は
決
し
て
言
わ
れ
な
い
。
と
に
か
く
、
あ
る
点
か
ら
み

る
と
、
仏
陀
が
は
じ
め
て
教
え
た
こ
と
が
、
後
に
な
っ
て
、
こ
の
領
域
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
さ
ら
に
高
く
、
さ
ら
に

完
全
に
実
現
さ
れ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
仏
陀
は
尼
僧
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
に
も

宗
教
生
活
に
参
加
す
る
こ
と
を
許
し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
決
定
的
で
あ
り
、
も
っ
と
も
重
要
で
も
あ
る
点
に
お
い
て
、
男

女
同
権
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。『
経
蔵
』
の
中
の
『
小
部
経
典
』
に
属
す
る
『
テ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
タ
ー
』（
長
老
尼
偈
）
に

は
尼
僧
た
ち
の
こ
の
宗
教
生
活
に
注
目
す
べ
き
美
し
い
詩
が
収
め
ら
れ
て
あ
る
。
…
…
前
に
は
、
女
性
を
教
団
に
入
れ
る
こ

と
を
実
際
問
題
と
し
て
懸
念
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
そ
の
懸
念
を
す
て
る
。
た
だ
し
そ
の
際
に
仏
陀
は
、
本
来
な
ら

ば
一
千
年
の
あ
い
だ
存
続
す
べ
き
は
ず
で
あ
っ
た
そ
の
教
義
が
、
こ
の
た
め
に
五
百
年
し
か
持
た
な
い
こ
と
に
な
っ
た
、
と

言
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
話
が
真
実
か
ど
う
か
は
、
こ
こ
に
論
じ
な
い
で
お
こ
う
。
…
…
修
行
上
の
あ
ら
ゆ
る
外
面
的
の
諸

問
題
に
つ
い
て
尼
僧
は
い
つ
も
男
僧
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
仏
陀
は
命
ぜ
ら
れ
た
―
こ
う
い
う
監
督
は
、
当
時
の

イ
ン
ド
の
文
化
や
法
律
の
事
情
ぜ
ん
た
い
か
ら
み
て
、
当
然
で
あ
り
、
ま
た
、
仏
陀
は
ど
ん
な
場
面
に
も
、
外
面
的
な
既
定

事
実
に
反
対
は
し
な
か
っ
た
。
―
肝
心
な
宗
教
生
活
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
差
別
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
仏

陀
は
、
た
と
え
女
性
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
激
し
い
言
葉
と
い
わ
れ
る
も
の
か
ら
推
測
し
て
、
そ
の
性
格
に
女
嫌
い
の
態
度
が

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
誤
り
で
あ
る
。
結
婚
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
見
て
も
女
嫌
い
で
は
な
い
。
…
…
歴
史

的
事
実
に
近
い
と
思
わ
れ
る
パ
ー
リ
語
聖
典
の
う
ち
の
経
典
を
見
て
も
、
仏
陀
が
ほ
ん
と
う
に
女
嫌
い
で
あ
っ
た
と
は
記
し

て
な
い
。
仏
陀
は
女
性
の
、
し
か
も
遊
女
の
、
食
卓
に
さ
え
つ
く

│
ア
ン
バ
パ
リ
ー
の
招
待
を
受
け
た
か
ら
に
は
、
貴
族
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か
ら
招
か
れ
て
も
、
先
約
を
破
ら
な
い
。

│
そ
し
て
、
親
切
に
語
り
、
宗
教
を
教
え
て
は
げ
ま
し
、
招
待
し
た
女
た
ち
を

喜
ば
せ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
物
語
を
通
じ
て
信
じ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
女
性
た
ち
も
ま
た
聖
者
に
ま
っ
た
く
特

別
な
、
献
身
的
な
尊
敬
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
仏
陀
の
い
う
宗
教
生
活
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
、
女
性
で
あ
る
こ

と
の
た
め
の
弱
点
な
い
し
困
難
が
、
一
般
的
に
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
ま
た
、
仏
陀
の
時
代
に
は
ど
う
で
あ
っ
た

に
せ
よ
、
献
身
的
に
尊
敬
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
、
女
性
に
特
有
な
能
力
で
あ
っ
て
、
そ
の

た
め
に
、
別
の
方
面
か
ら
み
る
と
、
女
性
こ
そ
そ
の
よ
う
な
宗
教
生
活
に
容
易
に
入
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
む
し
ろ
女
性
こ
そ

ま
さ
し
く
そ
れ
に
適
し
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仏
陀
は
つ
ね
に
心
霊
上
の
転
換
を
重
視
さ
れ
た
が
、
こ
の
転

換
は
、
悟
性
的
＝
批
判
的
な
人
々
よ
り
も
、
崇
拝
の
傾
向
の
あ
る
人
々
の
方
が
行
な
い
や
す
い
。
仏
陀
が
、
実
際
問
題
と
し

て
困
難
や
不
利
が
あ
る
こ
と
を
見
と
お
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尼
僧
を
認
め
る
こ
と
に
き
め
た
お
も
な
理
由
の
一
つ

は
、
多
分
こ
の
点
で
あ
ろ
う
。」（H
erm

ann
B

eckh:B
uddhism

us-B
uddha

und
seine

Lehre,

『
仏
教
』
上
、
岩
波
文

庫
、
一
七
一
〜
一
七
四
頁
）

つ
づ
い
て
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
が
、「
修
行
完
成
者
の
ご
遺
体
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？
」
と
問
う
た
の
に
対
し
て
、「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
お
前
た
ち
は
修
行
完
成
者
の
遺
骨
の
供
養
（
崇
拝
）
に
か
か
ず
ら
う
な
。

（avya –vat. a –
hotha

）。
ど
う
か
。
お
前
た
ち
は
、
正
し
い
目
的
の
た
め
に
努
力
せ
よ
。
正
し
い
目
的
を
実
行
せ
よ
。
正
し
い
目

的
に
向
か
っ
て
怠
ら
ず
、
勤
め
、
専
念
し
て
お
れ
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
王
族
の
賢
者
た
ち
、
バ
ラ
モ
ン
の
賢
者
た
ち
、
資
産
者

の
賢
者
た
ち
で
、
修
行
完
成
者
（
如
来
）
に
対
し
て
浄
ら
か
な
信
を
い
だ
い
て
い
る
人
々
が
い
る
。
か
れ
ら
が
、
修
行
完
成
者

の
遺
骨
の
崇
拝
を
な
す
で
あ
ろ
う
。」
と
シ
ャ
カ
は
答
え
る
。

遺
骨
供
養
、
崇
拝
は
出
家
修
行
僧
の
か
か
ず
ら
う
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
修
行
完
成
者
（
仏
陀
）、
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辟
支
佛
（
独
覚
）、
声
聞
、
転
輪
聖
王
の
四
者
は
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
つ
く
っ
て
拝
ま
れ
る
べ
し
と
勧
め
ら
れ
る
。（M

PS.V,10–12.

D
N

.Vol.II,P.142

）
大
乗
佛
教
興
起
の
要
因
と
な
っ
た
佛
塔
崇
拝
、
霊
場
巡
礼
が
、
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

＊「
こ
の
よ
う
に
仏
塔
信
仰
は
在
家
信
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
伝
統
と
し
て
在
家
信
者
に
よ
っ

て
護
持
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
（
現
在
で
も
、
ビ
ル
マ
の
仏
塔
〈
パ
コ
ダ
〉
は
信
者
が
委
員
会
を
作
っ
て
管
理
運
営
し
て

い
る
。
比
丘
達
は
仏
塔
経
営
に
は
参
加
し
な
い
。）
西
紀
前
後
の
こ
ろ
に
な
れ
ば
、
仏
塔
の
建
立
は
非
常
に
多
か
っ
た
の
で

あ
り
…
…
出
家
者
で
あ
る
比
丘
・
比
丘
尼
等
も
礼
拝
し
、
信
奉
し
て
い
た
。
…
…
既
に
西
紀
前
後
の
時
代
か
ら
部
派
教
団

の
寺
院
の
中
に
仏
塔
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
比
丘
の
精
舎
と
仏
塔
と
が
並
存
し
て
、
仏
塔
供
養
が
な
さ
れ
て
い
た
。
…
…

こ
の
土
地
に
は
仏
塔
の
塔
身
だ
け
で
な
く
、
巡
礼
者
た
ち
の
宿
舎
や
、
井
戸
、
水
浴
の
た
め
の
池
な
ど
も
作
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
塔
に
は
こ
れ
ら
の
財
物
が
所
属
し
て
い
た
。
…
…
し
か
も
仏
塔
礼
拝
と
い
う
こ
と
は
、
観
仏
三
昧
に

導
く
点
が
あ
る
。
仏
塔
の
前
で
五
体
投
地
の
礼
拝
を
何
百
回
と
な
く
繰
り
返
す
こ
と
は
、
現
在
で
も
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
で
の

チ
ベ
ッ
ト
人
の
巡
礼
者
な
ど
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
…
…
こ
の
仏
塔
教
団
が
大
乗
仏
教
の
興
起
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
大
乗
仏
典
に
は
、
菩
薩
の
集
団
が
『
菩
薩
ガ
ナ
』（B

odhisattvagan. a

）
と
し
て
「
部
派

僧
伽
」（Ś

ra –vakasam. gha

）
か
ら
別
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
菩
薩
ガ
ナ
の
起
源
を
、
こ
の
仏
塔

教
団
に
想
定
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
『
般
若
経
』
の
支
持
者
の
起
源
は
仏
塔
と
は
別

の
方
向
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。」（
平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
、
春
秋
社
、
三
四
四
〜
三
五
○
頁
。『
初
期
大
乗
仏
教
の

研
究
』
蠡
、
二
七
二
〜
二
八
二
頁
）

ア
ー
ナ
ン
ダ
は
、
い
よ
い
よ
悲
し
む
。「
あ
あ
、
わ
た
し
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
者
で
あ
り
、
ま
だ
な
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
を
憐
れ
ん
で
く
だ
さ
る
わ
が
師
は
お
亡
く
な
り
に
な
る
の
だ
ろ
う
。」
と
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
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頃
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
で
死
を
前
に
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
、「
父
を
奪
わ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
孤
児
と
し
て
性
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
頼
り
な
さ
」
に
泣
い
た
パ
イ
ド
ン
が
重
な
ろ
う
。
そ
し
て
、「
人
は
心
静
か
に
死
ぬ
べ
き
だ
と
聞
い
て
い

る
も
の
だ
か
ら
。
さ
あ
、
落
ち
着
い
て
、
挫
け
な
い
で
い
て
く
れ
た
ま
え
。」
と
制
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
（『
パ
イ
ド
ン
』

§117e

）、

「
や
め
よ
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
悲
し
む
な
。
嘆
く
な
。
わ
た
く
し
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
よ
う
に
説
い
た
で
は
な
い
か
、
―
す

べ
て
の
愛
す
る
も
の
・
好
む
も
の
か
ら
も
別
れ
、
離
れ
、
異
な
る
に
い
た
る
と
い
う
こ
と
を
。
お
よ
そ
生
じ
、
存
在
し
、
つ

く
ら
れ
、
破
壊
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
破
滅
し
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
し
て
あ
り
得
よ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
わ
り
は
存
在
し
な
い
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
お
ま
え
は
、
長
い
あ
い
だ
、
慈
愛
あ
る
、
た
め
を
は
か
る
、

安
楽
な
、
純
一
な
る
、
無
量
の
、
身
と
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
と
の
行
為
に
よ
っ
て
、
向
上
し
来
た
れ
る
人
（
ゴ
ー
タ
マ
）
に
仕

え
て
く
れ
た
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
お
ま
え
は
よ
い
こ
と
を
し
て
く
れ
た
。
努
め
は
げ
ん
で
修
行
せ
よ
。
速
や
か
に
汚
れ
の
な

い
者
と
な
る
だ
ろ
う
。」（M

PS.V,14.D
N

.Vol.II,P.144

）

ア
ー
ナ
ン
ダ
は
、「
尊
い
方
よ
。
尊
師
は
、
こ
の
小
さ
な
町
、
竹
藪
の
町
、
場
末
の
町
で
お
な
く
な
り
に
な
り
ま
す
な
。
尊
い

方
よ
。
ほ
か
に
大
都
市
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
チ
ャ
ン
バ
ー
、
王
舎
城
、
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
ー
、
サ
ー
ケ
ー
タ
、
コ
ー
サ

ン
ビ
ー
、
バ
ー
ラ
ナ
シ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
尊
師
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
富
裕
な

資
産
者
た
ち
が
い
て
、
修
行
完
成
者
（
ブ
ッ
ダ
）
を
信
仰
し
て
い
ま
す
。
か
れ
ら
は
修
行
完
成
者
の
遺
骨
を
崇
拝
を
す
る
で
し

ょ
う
。」
と
も
ら
し
て
い
る
の
も
興
味
あ
る
。
同
じ
気
づ
か
い
を
し
た
弟
子
の
子
路
に
、
孔
子
は
、「
む
し
ろ
二
三
子
の
手
に
死

な
ん
か
。
且
つ
予
れ
縦
い
大
葬
を
得
ず
と
も
、
予
れ
道
路
に
死
な
ん
や
。」
と
語
っ
た
が
（『
論
語
』
子
罕
一
二
）、
経
典
で
は
、

今
は
す
た
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
ク
シ
ナ
ー
ラ
は
大
善
見
王
の
首
都
で
、
い
か
に
栄
え
て
い
た
か
、
と
由
緒
づ
け
を
し
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た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
命
終
と
い
う
と
き
に
及
ん
で
、
ス
バ
ッ
ダ
（p:Subhadda,s:Subhadra

）
と
い
う
遍
歴
行
者
が
、

亡
く
な
る

前
に
シ
ャ
カ
に
会
わ
し
て
く
れ
、
と
割
り
込
ん
で
来
る
。
再
三
拒
絶
す
る
ア
ー
ナ
ン
ダ
と
の
押
し
問
答
を
耳
に
し
た
シ
ャ
カ
は
、

こ
れ
を
引
見
し
た
。
ス
バ
ッ
ダ
は
、
六
師
外
道
の
名
を
あ
げ
て
、
ど
う
思
う
か
と
問
う
。

こ
の
閑
話
題
の
イ
ン
ド
の
「
ニ
コ
デ
モ
」
に
対
し
て
、
シ
ャ
カ
は
議
論
に
立
ち
入
ら
ず
、
直
截
に
、
み
ず
か
ら
の
立
場
を
証

し
し
た
。

「
ス
バ
ッ
ダ
よ
。
わ
た
く
し
は
二
十
九
歳
で
、
な
に
か
し
ら
善
を
求
め
て
出
家
し
た
。
ス
バ
ッ
ダ
よ
。
わ
た
く
し
は
出
家
し
て

か
ら
五
十
年
余
と
な
っ
た
。
正
理
と
法
の
領
域
の
み
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
れ
以
外
に
は
〈
道
の
人
〉
な
る
も
の
も
存
在
し
な

い
。
第
二
の
〈
道
の
人
〉
な
る
も
の
も
存
在
し
な
い
。
第
三
の
〈
道
の
人
〉
な
る
も
の
も
存
在
し
な
い
。
第
四
の
〈
道
の
人
〉

な
る
も
の
も
存
在
し
な
い
。
他
の
論
議
の
道
（
他
派
）
は
空
虚
で
あ
る
。
―
〈
道
の
人
〉
を
欠
い
て
い
る
。」（M

PS.V,27.

D
N

.Vol.II,pp.151–152

）

こ
こ
に
開
眼
帰
依
し
た
ス
バ
ッ
ダ
は
シ
ャ
カ
最
後
の
直
弟
子
と
な
っ
た
。

眇
　
入
滅
・
火
葬

つ
い
に
臨
終
の
説
法
と
な
る
。

「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
あ
る
い
は
後
に
お
ま
え
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
、『
教
え
を
説
か
れ
た
師
は
ま
し
ま
さ

ぬ
。
も
は
や
わ
れ
ら
の
師
は
お
ら
れ
な
い
の
だ
』
と
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
お
ま
え
た
ち
の
た
め
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に
わ
た
く
し
が
説
い
た
教
え
（dham

m
a

）
と
わ
た
く
し
の
制
定
し
た
戒
律
（vinaya

）
と
が
、
わ
た
く
し
の
死
後
に
お
ま

え
た
ち
の
師
と
な
る
の
で
あ
る
。」（M

PS.V
I,1.D

N
.Vol.II,P.154

）

と
、
シ
ャ
カ
は
こ
こ
で
も
法
中
心
を
指
さ
し
て
お
り
、
こ
れ
が
や
が
て
「
法
身
思
想
」
で
人
格
化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

＊「
仏
教
の
教
理
は
、
も
し
仮
に
仏
陀
と
い
う
考
え
を
こ
れ
か
ら
取
り
の
ぞ
い
て
み
て
も
、
本
質
的
に
は
変
り
は
あ
る
ま

い
、
と
述
べ
た
人
が
い
る
（
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
『
仏
陀
』）。
な
る
ほ
ど
、
仏
教
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
古
い
原
始
的
仏

教
に
と
っ
て
、
仏
陀
と
い
う
人
物
の
も
つ
意
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
イ
エ
ス
の
人
物
と
生
涯
と
が
も
つ
意
義
と

同
じ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
仏
教
の
中
心
に
あ
る
も
の
は
教
理
で
あ
る
。
苦
し
み
と
、
解
脱

に
い
た
る
認
識
へ
の
道
と
に
つ
い
て
の
教
理
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
に
あ
る
も
の
は
ゴ
ル
ゴ
ダ
に
お
け
る
救
済

と
い
う
一
つ
の
行
為
を
な
し
と
げ
た
救
世
主
の
姿
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
「
見
よ
、
わ
た
し
は
世

の
終
り
ま
で
、
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
の
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
福
音
書
二
八
・
二
○
）、
ま
た
「
わ
た
し
は
あ

な
た
が
た
を
捨
て
て
孤
児
と
は
し
な
い
。
あ
な
た
が
た
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
来
る
」（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
一
四
・
一
八
）。

こ
れ
に
反
し
て
仏
陀
は
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
（
涅
槃
）
に
入
る
ま
え
に
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
「
私
が
入
滅
し
た
あ
と
は
、
こ

れ
ま
で
教
え
て
き
た
教
え
を
汝
た
ち
の
師
と
す
る
が
よ
い
」（
マ
ハ
ー
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
・
ス
ッ
タ
）。
原
始
仏
教
の
み

を
考
慮
し
て
理
論
的
に
観
察
す
れ
ば
、
仏
教
で
は
教
理
が
す
べ
て
で
あ
っ
て
、
仏
陀
の
人
物
は
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
思
う
の
も
無
理
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
別
の
側
か
ら
み
る
と
、
も
し
仏
陀
が
い
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
仏
教
と
い
う
教
理
が
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
わ
か
り
き
っ
た
事
実
で
あ
る
。
…
…
」（
ベ
ッ
ク

『
仏
教
』
上
、
二
四
頁
）

「
さ
あ
、
修
行
僧
た
ち
よ
。
お
ま
え
た
ち
に
告
げ
よ
う
、『
も
ろ
も
ろ
の
事
象
は
過
ぎ
去
る
も
の
で
あ
る
。
怠
る
こ
と
な
く
修
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行
を
完
成
な
さ
い
』
と
。
こ
れ
が
修
行
を
つ
づ
け
て
き
た
者
（tatha -gata

）
の
最
後
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。」（M

PS.V
I,7.

D
N
.V
ol.II,pp.155-156

）

＊「
こ
れ
に
よ
る
と
、
仏
教
の
要
訳
は
、
無
常
を
さ
と
る
こ
と
と
、
修
行
に
精
励
す
る
こ
と
と
の
二
つ
に
尽
き
る
こ
と
に
な

る
。〈
無
常
〉
の
教
え
は
、
釈
尊
が
老
い
て
死
ん
だ
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
な
に
よ
り
も
な
ま
な
ま
し
く
印
象
づ
け
ら
れ

る
。
そ
れ
が
ま
た
経
典
作
者
の
意
図
で
あ
っ
た
。
仏
教
の
本
質
は
、
こ
こ
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
年
代
の
経
過

と
と
も
に
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
仏
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
仏
の
出
現
は
ま
れ
で
あ
る
と
か
、
仏
の
身
体
が
み
ご
と
で
あ

る
と
か
い
う
神
学
的
思
弁
が
諸
異
訳
の
う
ち
に
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
過
に
つ
い
て
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
る
。（E

rnst
W

aldschm
idt:

“B
eiträge

zur
Textgeschichte

des
Parinirva –n. asu –tra”

Von

C
eylon

bis
T

urfan.G
ötingen,1967,S.80–88.

）
と
く
に
パ
ー
リ
本
以
外
の
諸
本
で
は
、『
諸
現
象
は
無
常
で
あ
る
か

ら
、
修
行
に
精
励
せ
よ
』
と
い
う
教
え
は
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
以
上
に
、
仏
の
出
現
は
ウ
ド

ゥ
ン
バ
ラ
華
が
花
を
開
く
よ
う
な
ま
っ
た
く
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
を
、
よ
け
い
に
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ブ
ッ
ダ
の
神
格
化
の
進
行
に
正
比
例
し
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。」（
中
村
元
、
前
掲
書

蠡
、
三
四
七
頁
）

シ
ャ
カ
は
最
後
の
こ
と
ば
を
残
し
て
禅
定
に
入
り
、
初
禅
（
離
生
喜
楽
）、
第
二
禅
（
定
生
喜
楽
）、
第
三
禅
（
離
喜
妙
楽
）、

第
四
禅
（
非
苦
非
楽
）
と
色
界
の
四
境
地
を
進
み
、
次
い
で
無
色
界
の
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
空
無
辺
処
、
識
無
辺
処
、
無
所
有

処
、
非
想
非
非
想
処
の
四
禅
定
を
進
ん
で
最
高
の
滅
想
受
定
（
滅
尽
定
）
に
達
し
た
の
ち
、
今
度
は
次
第
に
下
方
の
禅
定
へ
と

進
ん
で
、
最
下
の
初
禅
に
下
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
第
四
禅
（
非
苦
非
楽
）
の
境
地
へ
と
次
第
し
て
、
い
よ
い
よ
入
滅
し
た
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
臨
終
時
の
シ
ャ
カ
の
精
神
状
態
は
か
く
あ
ら
ん
と
の
分
析
で
、
こ
と
に
四
禅
説
に
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
後
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世
の
付
加
の
し
る
し
で
あ
る
。（M

PS.V
I,8–9.D

N
.Vol.II,P.156

）

＊
シ
ャ
カ
の
禅
定
は
坐
っ
て
な
さ
れ
た
か
、
横
臥
し
た
ま
ま
か
。
前
者
な
ら
入
滅
後
に
北
枕
横
臥
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

文
献
上
は
不
明
。

シ
ャ
カ
入
滅
を
く
り
か
え
し
て
飾
る
次
の
一
文
も
そ
の
神
格
化
の
一
例
で
あ
る
。

「
そ
の
と
き
沙
羅
双
樹
が
時
な
ら
ざ
る
に
花
咲
き
、
満
開
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
如
来
を
供
養
す
る
た
め
に
、
如
来
の
体
に

注
ぎ
、
降
り
注
ぎ
、
散
り
注
い
だ
。
ま
た
天
の
マ
ン
ダ
ー
ラ
ヴ
ァ
華
は
虚
空
か
ら
降
っ
て
、
如
来
を
供
養
す
る
た
め
に
如

来
の
体
に
注
ぎ
、
降
り
注
ぎ
、
散
り
注
い
だ
。」（M

PS.V,2.D
N

.Vol.II,P.137

）

＊「
釋
尊
の
年
寿
に
つ
い
て
は
大
略
三
説
あ
る
。『
仏
般
泥e

経
』
下
、『
方
等
般
泥e

経
』
下
等
は
七
十
九
歳
説
。『
大
般

涅
槃
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
一
等
は
八
十
歳
説
。『
長
阿
含
経
』
四
、『
雑
阿
含
経
』
三
五
、『f

奈
耶
雑
事
』
三
八
等

は
八
十
歳
以
上
説
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
八
十
歳
説
が
行
な
わ
れ
る
。
入
滅
年
代
に
は
五
十
数
説
あ
り
」（
水
谷
直
成
訳

『
大
唐
西
域
記
』
平
凡
社
、
二
○
七
頁
）。

人
の
み
か
、
鳥
獣
相
集
う
「
涅
槃
図
」
は
御
存
知
の
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
た
当
時
の
二
大
神
が
、「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生

滅
滅
己
、
寂
滅
為
楽
」
と
詠
じ
た
と
し
て
、
シ
ャ
カ
の
入
滅
を
飾
る
こ
と
に
な
る
。

「
尊
師
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
、
入
滅
と
と
も
に
大
地
震
が
起
っ
た
。
人
々
は
恐
怖
し
て
、
身
の
毛
が
逆
立
ち
、
ま
た

天
の
鼓
（
雷
鳴
）
が
鳴
っ
た
。
尊
師
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
亡
く
な
ら
れ
る
と
と
も
に
、
サ
ハ
ー
（
娑
婆
）
世
界
の
主

で
あ
る
梵
天
が
次
の
詩
を
詠
じ
た
。
―

『
こ
の
世
に
お
け
る
一
切
の
生
あ
る
も
の
ど
も
は
、
つ
い
に
は
、
身
体
を
捨
て
る
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
、
世
間
に
お
い
て
比

す
べ
き
人
な
き
、
か
く
の
ご
と
き
師
、（
智
慧
の
）
力
を
そ
な
え
た
修
行
実
践
者
、
正
し
い
さ
と
り
を
開
か
れ
た
人
が
亡
く
な

ら
れ
た
（p:parinibbuta,s:parinirvr. ta

）
よ
う
に
。』
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尊
師
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
亡
く
な
ら
れ
る
と
と
も
に
、
神
々
の
主
で
あ
る
サ
ッ
カ
（
帝
釈
天
）
が
次
の
詩
を
詠
じ

た
。
―

『
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
実
に
無
常
で
あ
り
、
生
じ
て
は
滅
び
る
き
ま
り
の
も
の
で
あ
る
。
生
じ
て
は
滅
び
る
。
こ
れ
ら
（
つ
く

ら
れ
た
も
の
）
の
や
す
ら
い
が
安
楽
で
あ
る
。』」

と
。（M

PS.V
I,10.D

N
.Vol.II,P.157

）

＊「
釈
尊
の
入
滅
は
、
生
を
受
け
た
も
の
の
受
け
る
自
然
の
法
の
帰
趨
で
あ
り
、
罪
の
結
果
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た

信
徒
の
罪
の
た
め
の
死
で
も
な
い
。
た
だ
無
常
の
理
を
示
す
の
で
あ
る
。」（
中
村
前
掲
書
蠡
　
三
八
六
頁
）。
―
こ
れ
は
キ

リ
ス
ト
の
死
を
視
野
に
お
さ
め
て
の
評
言
で
あ
り
、
こ
れ
が
救
贖
者
キ
リ
ス
ト
の
死
と
覚
者
シ
ャ
カ
の
死
の
根
本
的
相
違

で
あ
る
。

入
滅
が
八
十
歳
と
す
る
と
、
渡
辺
照
宏
説
で
は
Ｂ
Ｃ
四
八
○
年
頃
、
宇
井
伯
寿
説
だ
と
Ｂ
Ｃ
三
八
六
年
、
中
村
元
説
だ
と
Ｂ

Ｃ
三
八
三
年
と
な
る
。

＊
日
本
で
は
四
月
八
日
の
「
誕
生
」（
佛
生
会
・
潅
佛
会
・
花
ま
つ
り
）、
十
二
月
八
日
の
「
成
道
」（
成
道
会
）、
二
月
十

五
日
の
「
入
滅
」（
涅
槃
会
）
を
三
大
節
と
す
る
。
南
方
佛
教
で
は
三
つ
と
も
イ
ン
ド
暦
の
第
二
月
（
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
カ
、

ウ
ェ
サ
ー
カ
）
の
満
月
の
日
（
陰
暦
で
は
五
月
ご
ろ
）
と
し
て
い
る
。

亡
骸
は
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
の
住
民
マ
ッ
ラ
族
に
よ
っ
て
マ
ッ
ラ
の
廟
所
で
あ
る
天
冠
廟
（
宝
冠
社
）
に
安
置
。
七
日
後
に
か
け

つ
け
た
頭
陀
行
第
一
で
佛
衣
を
授
か
っ
て
い
た
教
団
の
長
老
マ
ハ
ー
カ
シ
ャ
パ
（s:M

aha –ka –śyapa

摩
訶
迦
葉
）
の
点
火
に
よ

っ
火
葬
に
付
さ
れ
た
。
シ
ャ
カ
の
遺
体
は
布
と
綿
で
五
百
重
に
包
ま
れ
、
鉄
の
油
槽
に
二
重
に
入
れ
ら
れ
、
香
料
を
含
む
薪
に
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よ
っ
て
荼
毘
に
付
さ
れ
た
（M

PS.V
I,17–18.D

N
.Vol.II,pp.161–162

）

未
熟
な
修
行
者
は
悲
嘆
に
く
れ
、
成
熟
し
た
修
行
者
が
堪
忍
す
る
中
に
、
年
老
い
て
出
家
し
た
と
言
わ
れ
る
ス
バ
ッ
タ
（p:

Subhadda

須
跋
）
と
い
う
修
行
僧
が
、
そ
の
時
機
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
こ
と
ば
を
発
し
た
こ
と
が
録
さ
れ
て
い
る
。

「
や
め
な
さ
い
、
友
よ
。
悲
し
む
な
。
嘆
く
な
。
わ
れ
ら
は
か
の
偉
大
な
修
行
者
か
ら
う
ま
く
解
放
さ
れ
た
。〈
こ
の
こ
と
は

し
て
も
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
〉
と
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
こ
れ
か
ら
は
、
わ

れ
わ
れ
は
な
ん
で
も
や
り
た
い
こ
と
を
し
よ
う
。
ま
た
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。」（M

PS.
V

I,
20.

D
N

.Vol.II,P.162
）

は
た
し
て
、
こ
の
ス
バ
ッ
ダ
が
命
終
の
シ
ャ
カ
に
六
師
外
道
の
評
価
を
問
う
て
割
り
込
ん
だ
最
愛
の
弟
子
ス
バ
ッ
ダ
か
、
別

人
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
の
場
合
も
、
復
活
時
に
ト
マ
ス
が
あ
り
、
昇
天
時
に
も
疑
う
者
が
い
た
こ
と
が

思
い
合
わ
さ
れ
よ
う
。

「
尊
師
の
遺
体
が
火
葬
に
伏
せ
ら
れ
る
と
、
膚
も
、
皮
も
、
肉
も
、
筋
肉
も
、
関
節
滑
液
も
、
そ
の
燃
え
が
ら
の
灰
が
認
め
ら

れ
な
い
で
、
遺
骨
の
み
が
残
っ
た
。
…
…
マ
ッ
ラ
族
は
尊
師
の
遺
骨
を
、
七
日
の
あ
い
だ
公
会
堂
の
う
ち
に
お
い
て
、
槍
の

垣
を
つ
く
り
、
弓
の
柵
を
め
ぐ
ら
し
、
舞
踊
・
歌
謡
・
音
楽
・
花
輪
・
香
料
を
も
っ
て
、
尊
び
、
敬
い
、
供
養
し
た
。」

（M
PS.V

I,21–23.D
N

.Vol.II,pp.163–164

）

＊「
こ
の
よ
う
な
法
要
に
音
楽
や
舞
踊
を
用
い
る
こ
と
は
、
出
家
仏
教
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
比
丘
の
二
百
五
十
戒
や
沙

弥
の
十
戒
の
中
に
、
娯
楽
物
の
享
受
を
明
瞭
に
禁
止
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
部
派
教
団
の
中
で
音
楽
や
舞
踊
、
演
劇
、
あ

る
い
は
美
術
・
建
築
な
ど
の
芸
術
が
発
達
し
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
現
世
肯
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
現

世
か
ら
の
脱
出
を
ね
が
う
部
派
の
出
家
仏
教
の
思
想
と
は
矛
盾
す
る
。
こ
の
仏
塔
供
養
に
関
連
し
て
発
達
し
た
音
楽
や
舞

踊
、
芸
術
な
ど
が
、
大
乗
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
発
達
し
て
い
る
。
音
楽
と
舞
踊
と
を
併
用
す
る
伎
楽
な
ど
は
、
大
乗
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仏
教
と
共
に
中
国
や
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
点
か
ら
も
、
仏
塔
供
養
が
部
派
教
団
か
ら
生
じ
た
も
の
で

な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」（
平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
、
三
四
七
〜
三
四
八
頁
）

シ
ャ
カ
が
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
で
亡
く
な
っ
た
と
の
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
七
部
族
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
当
地
の
マ
ッ
ラ
族
も

加
わ
っ
て
、
遺
骨
の
分
配
で
争
い
、
ド
ー
ナ
（D

on. a

）
と
い
う
バ
ラ
モ
ン
が
仲
裁
に
入
っ
て
、
八
等
分
さ
れ
た
。
ド
ー
ナ
は
功

績
に
よ
っ
て
舎
利
瓶
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
遅
参
し
た
モ
ー
リ
ャ
族
の
使
者
は
灰
を
得
た
。
こ
う
し
て
、
八
つ
の
舎
利
塔
と
瓶

塔
と
炭
塔
と
十
の
記
念
塔
（s:Stu –pa

率
都
婆
）
が
建
て
ら
れ
た
。

＊
一
八
九
八
年
に
、
北
イ
ン
ド
の
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
村
（s:

Pipra –hw
a –

）
で
、「
こ
れ
は
シ
ャ
カ
族
の
仏
・
世
尊
の
遺
骨
の

龕
で
あ
っ
て
、
名
誉
あ
る
兄
弟
な
ら
び
に
姉
妹
・
妻
子
ど
も
の
〔
奉
祀
し
た
も
の
〕
で
あ
る
」
と
刻
文
さ
れ
た
骨
壺
が
発

見
さ
れ
、
タ
イ
王
室
に
譲
り
わ
た
さ
れ
た
。
明
治
三
十
三
年
に
日
本
ヘ
分
骨
さ
れ
、
名
古
屋
市
千
種
区
東
山
の
覺
王
山
日

泰
寺
（
旧
・
日
暹
寺
）
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
式
宝
塔
に
納
め
ら
れ
、
十
九
宗
派
の
管
長
が
交
代
で
輪
番
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

遺
骨
を
納
め
た
舎
利
壺
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ン
ド
博
物
館
に
厳
重
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
諸
話
題
に
つ
い
て
は
中
村
元

前
掲
書
蠡
、
四
三
一
〜
四
三
七
頁
に
詳
し
い
。

シ
ャ
カ
の
教
法
は
入
滅
後
四
ケ
月
に
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
（
王
舎
城
）
郊
外
の
七
葉
窟
で
五
百
人
の
長
老
が
召
集
し
て
、
マ
ハ
ー

カ
ー
シ
ャ
パ
（
摩
訶
迦
葉
）
を
中
心
に
結
集
さ
れ
る
。
十
大
弟
子
中
、
常
随
・
多
聞
第
一
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
（s:

A –nanda

阿
難

陀
）
が
教
説
（
経
）
を
、
持
戒
第
一
の
ウ
パ
ー
リ
（s:

U
pa –li

優
婆
離
）
が
規
則
（
律
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
記
憶
に
従
っ
て
誦
出

し
、
衆
僧
こ
れ
を
校
訂
し
て
、
制
定
さ
れ
た
。
五
百
「
結
集
」（sam. gi –ti
）
で
あ
る
。
そ
の
教
法
は
南
方
系
の
パ
ー
リ
語
聖
典
、

北
方
系
の
漢
訳
経
典
な
ど
で
伝
え
ら
れ
る
。
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＊
以
上
、「
新
約
聖
書
の
受
難
の
生
涯
（Passionsgeschichte

）
に
比
較
し
得
る
よ
う
な
事
件
は
、
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
お
よ

び
死
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
完
成
せ
る
人
（
如
来
）
に
と
っ
て
は
実
に
生
起
（G

eschehen

）
は
存
せ
ず
、
苦
も
も
は

や
存
在
し
な
か
っ
た
。」（H

.O
ldenberg:A

us
dem

alten
Indien,S.46

）

＊「
ケ
ル
ン
（H

.K
ern

）
は
そ
の
大
著
『
仏
教
』（B

uddhism
us

und
seine

G
eschichte

in
Indien

）
の
中
で
、『
仏
陀

の
本
性
を
一
口
で
い
う
な
ら
ば
古
高
ド
イ
ツ
語
のm

anno
m

iltisto

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
が
も
っ
と
も
よ
か
ろ
う
』、

と
言
っ
て
い
る
。
い
か
に
も
、
気
品
を
そ
な
え
た
柔
和
と
慈
愛
こ
そ
は
、
こ
の
た
ぐ
い
な
き
人
物
の
も
っ
と
も
著
し
い
特

質
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
柔
和
を
芸
術
的
に
表
現
し
て
人
を
感
動
さ
せ
る
も
の
は
、
日
本
の
鎌
倉
の
大
仏
に
見
ら
れ
る
顔

つ
き
で
あ
る
。
そ
の
仏
像
は
、
粗
暴
な
、
怒
っ
た
、
不
親
切
な
言
葉
な
ど
が
こ
の
人
の
唇
か
ら
漏
れ
た
こ
と
は
決
し
て
な

い
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
仏
陀
の
も
う
ひ
と
つ
の
本
質
的
な
特
色
は
一
種
の
冷

静
な
自
制
心
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
仏
教
ぜ
ん
た
い
の
特
質
で
あ
る
非
人
間
的
な
感
じ
を
仏
陀
に
与
え
て
い
る
。」（
ベ
ッ

ク
『
仏
教
』
上
、
岩
波
文
庫
、
一
三
三
頁
）

結
び
に
上
来
、
引
用
し
て
来
た
、
シ
ャ
カ
の
最
後
の
旅
か
ら
入
滅
、
火
葬
、
起
塔
ま
で
を
追
っ
て
叙
述
す
る
『
大
般
涅
槃
経
』

（p:M
aha –parinibba –na-suttanta

Ａ
Ｄ
三
○
○
年
ご
ろ
成
立
）
の
結
語
を
あ
げ
て
お
く
。

「
げ
に
ブ
ッ
ダ
は
百
劫
に
も
会
う
こ
と
難
し
。」
と
。（M

PS.V
I,28.D

N
.Vol.II,P.168

）

〈
主
題
の
「
シ
ャ
カ
の
超
人
化
・
神
格
化
」
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
シ
ャ
カ
の
実
伝
が
下
敷
き
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の

第
一
部
は
、
そ
の
略
記
と
な
っ
た
。
経
典
は
中
村
元
訳
文
で
統
一
し
た
の
で
、
そ
の
抜
萃
集
の
よ
う
に
な
っ
た
。
感
謝
と

共
に
御
了
承
を
乞
う
。〉
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〈
略
号
〉

Ｓ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）、
Ｐ
（
パ
ー
リ
語
）。

D
N

.D
i –gha-N

ika –ya

南
伝
大
蔵
経
・
長
部
経
典
。

M
N

.M
ajjhim

a-nika –ya

中
部
経
典
。

M
PS.M

aha –parinibba –na-suttanta

「
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
」（
大
般
涅
槃
経
）。

Ja –taka

ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生
経
）。N

ida –nakatha –

（
因
縁
物
語
）。

SN
.Sam. yutta

N
ika –ya

相
應
部
経
典
。

T
herig.T

heri –ga –tha –
（
長
老
尼
偈
）。

V
inaya

律
蔵
。

m
aha –vagga

大
品
。

大
正
蔵
　
大
正
新
脩
大
蔵
経
。

（
実
践
神
学
・
名
誉
教
授
）
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